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建 学 の 精 神

理 事 長 水 田 清 子

21世紀を迎えて，世界の中の日本というテーマの重要性は，さらにいちだんと深まって

いくことでしょう。この国際化の世紀を生きる，豊かな感性と知性と．確かな知識，技能

を持つ若々しい人材を育成するために，城西国際大学が太平洋に臨む広大な九十九里至近

の地に誕生いたしました。

房総の地に出生し，数次にわたる蔵相，自民党政調会長等の要職を歴任し，戦後日本の

政治経済に少なからず寄与してきた清廉な政治家，故水田三喜男の「学問による人間形成」

という理念を建学の精神として，学校法人城西大学は1960年代の初めに発足いたしました。

1 992年に開学した，新生の城西国際大学は，その建学の精神を共有し，継続してまい

りますが，さらに，〈国際社会の中で生きる人間の人格形成〉を，本学の学問と教育の目

標としていきます。

大きく変わっていく時代とともに，大学もまた日々新たな活性化を求めなければ，その

役割を果たすことができませんが，人間と教育の原点は不変です。城西国際大学では若い

人々が〈学ぶことを通して自己の可能性を発見〉し，〈率直さと公平さ〉をふだんの規範

として生きることを目指します。ごまかしのないスポーツの世界におけるようなフェアプ

レイの精神をもって，国の内外で，人生という広いフィールドで，力いっぱい活動するた

めに，若い人々が育っていく希望と抱負と魅力に満ちた場として，城西国際大学は，これ

から新しい年輪を刻んでいきます。
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学生生活のしおり

学 生 証

本学での学生証番号は，学籍番号および身分証明書番号でもあります。在学中あらゆる場合に

使用され，学生の個人名にかかわるべきものです。

所属学部学科はアルファベットで示し，つぎの四ケタの数字は入学年次を示すものです。学生

証を紛失したり破損しないよう大切に保持し，次の事項を守ってください。

1． 学生証は，本学学生であることを証明するものですから，交付を受けて必ず携帯し，本学の

教職員より提示を求められた場合は，提示しなければなりません。

2． 学生証は，入学時に交付します。卒業時に学生課に返還しなければなりません。

3． 学生証によって各種証明書・学割等が発行されますので，暗証番号（パスワード）を忘れな

いで下さい。（証明書等を取得する時必ず暗証番号が必要となります｡）

4． 試験にあたっては学生証の提示が義務づけられています。

5． 学生証を紛失もしくは著しく破損した場合は，「学生証再発行願」を学生課に提出し申し込

んでください。（紛失，破損とも手数料1,500円がかかります｡）

6． 修了，退学および除籍の場合は，学生証を返還しなければなりません。

学生証のアルファベット記号

研 究 生……S 科目等履修生……A

大学院 国際文化専攻..…ML 女性学専攻……MW 比較文化専攻

起業マネジメント専攻……M1 起業マネジメント専攻後期課程…

社会福祉専攻.……….….…MS 国際アドミニストレーション専攻

･･･D L

DI

MK

学生証番号（学生番号）の見方

（比較文化専攻） （国際文化専攻） （女性学専攻）
D L2002- 0 0 1 ML2002- 0 0 1 MW2002- 0 0 1

lll lll lll
所 入 個 所 入 個 所 入 個
属 学 人 属 学 人 属 学 人
年 番 年 番 年 番
度 号 度 号 度 号

（起業マネジメント専攻後期課程） （起業マネジメント専攻修士課程）
DI2002-001 MI2002-001

111 l11
所 入 個 所 入 個
属 学 人 属 学 人
年 番 年 番
度 号 度 号

ｊ攻
１

専
０
１
↓
個
人
番
号

トン
０

メ
ー

諺
秘
Ｉ
↓
入
学
年
度

マ
ー
１
１
↓
所
属

隙
Ｍ

く
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連 絡事項

大学から学生への通知事項等は，すべてマグメディア（電動波動掲示板）または掲示板によっ

てお知らせします。掲示を見落としたために，必要な手続きがとれなかったり，修学に支障をき

たすことが生じることがあります。毎日機会あるごとに各掲示板を注意して見るように心掛けて

ください。

なお，マグメディア及び掲示板の設置場所は下記の通りです。

マグメディア:A棟第一学生ホール前

B 104教室前

F棟第二学生ホール前

G3棟前

掲 示 板:02棟1階通路（大学院用学生課）

院生棟1階ロビー（人文科学研究科）

院生棟3階ロビー（経営情報学研究科）

授業 関係

履修申請

履修申請とは，所属する研究科・専攻のカリキュラムの中から学習すべき授業科目を自ら

決定し，所定の様式に従い学部事務室に提出することによって，自己の研究計画を確立する

とともに，申請した授業科目について履修する権利を持つことになります。

学年の始めに行われる履修申請の手続きは，非常に重要なものでありこの手続きを怠った

り，誤ったりすることは，その年度の履修が無効になったり，授業を受ける権利を放棄する

ことになります。

また，履修についての相談は，4月上旬に学部事務室窓口で疑問にお応えします。

授業時間表

I

1

11

時 限 I 11 IⅡ Ⅳ V

時 間1 9:30～11 :00 11 :20～12:50 13:35～15:05 1 15:15～16:45 1 16:55～18 :25
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授業時間割表の見方
ノヮコマ･コード番号

,000200Ⅲ 一三季／

日本文化研究11(文学.近代） 天－－＞
(H400) －＞

科目名

三一
木

(前）は前期科目

(後）は後期科目

教員名

教室

10075001

英語コミュニケーションI(前）

(口頭発表法）

( H 300)

教室番号の見方

教室番号の頭のアルファベッ

配置図等を参考にしてください。

ﾄは棟を表し，後の数字で教室番号を表しますので，校地・建物

(例)G 302

Gは棟番号 302は教室番号

Ⅳ 体 講

担当教員から連絡があり次第，掲示により連絡します。また，始業時刻から30分以上経過し

ても教室に連絡のない場合は，学部事務室まで問い合わせてください。

＊交通機関の運行停止と授業について

交通機関の運行停止（ストライキまたは自然災害などの場合）の際における授業の取扱いは，

JRが始発時運行停止の場合に限り全日休講となりますので，ニュース速報等に十分注意してく

ださい。

V 欠 席 届

やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席した場合は，欠席届に診断書または理由書を添えて学部

事務室で検印を受けた後，授業担当教員に提出してください。なお，欠席届の用紙は学部事務

室窓口に用意してあります。

大学院自習室の利用案内

1． 平日(月曜日~土曜日)の使用

（1）原則として，午前9時から午後6時までとします。

（2）平日の午後6時以降に使用する場合は，午後5時までに「施設使用願」を学部事務室（大

学院係）に提出してください。

2．日曜日及び体日の使用

（1）原則として閉室とするが，教育・研究上において，やむを得ず使用を希望する学生は，

「施設使用願」を提出し，許可を得てください。

3． 使用上の注意事項

（1）使用者は，退出するときには部屋の戸締まり，窓の施錠，火気及び電気を必ず点検してく

ださい。また，使用しない廊下灯等の消灯につとめてください。
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(2)平日の午後5時以降に万一事故が発生した場合は，学部事務室（内線1162)及び守衛室

（内線1106)に連絡してください。休日及び祝日の場合は，守衛室（内線1106)に連絡して

ください。

(3)室内は，禁煙とします。

(4)室内では，昼食時間を除いて原則として，飲食を禁止いたします。

(5)普段から盗難防止のために，各自の持ち物の保管・管理には十分注意してください。また，

盗難にあった場合は，速やかに学生課に届けてください。

授業料および施設設備費

I 授 業 料

l. 年間納入額を前期分および後期分の2期に分割納入してください。なお，大学から納入振

込用紙が，4月上旬（前期分）および10月上旬（後期分）に送付されますので，必ず所定の

「授業料等納入振込用紙」を使用してください。

2． 授業料負担者は，原則として第一保証人とし，変更がある場合は「授業料負担者変更届」

を経理課に提出してください。

11 施設設備費

毎年度授業料と同時に納入してください。なお，納入振込用紙は「授業料等納入振込用紙」

を使用してください。

111事情により，授業料および施設設備費の納入に支障をきたす場合には，「授業料延納願」を

経理課に提出し，相談してください。なお，用紙は経理課窓口に用意してあります。

学生相談

大学生活をしていれば，困ったこと，解決したいこと，知りたい事などいろいろ出てきます。

そんな時は，あなたの成長のチャンスです。

ぜひ学生相談室をご利用ください。

例えば，。「対人関係や家族関係で困っている」

．「友人のこと，家族のことで悩んでいる人がいる」

。「気分や体調がすぐれない」

。「意欲がわかない」

．「自分のことを知りたい」

｡「今の学科が自分にあってないようだ」

。「進路について自信がない」

。「事故にあった」

。「金銭トラブルにまきこまれた」

。「誰に相談してよいかわからない」
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相談したい時は，

☆相談は予約制です。学生相談室に直接お電話ください。

☆開室時間

火曜日・木曜日：11時から16時30分

☆その他の時間帯；医務室へ相談の申し込みをしてください。

医務室TEL O475-55-8899

☆相談室；医務室隣

☆なお，電話・手紙による相談も受け付けています。

☆相談については，プライバシーを尊重し秘密を守ります。

〒283-8555千葉県東金市求名1番地

城西国際大学 学生相談室

TEL O475-53-2067

健康管理

健康を保持し，増進させていくことを目的に本部棟1階に医務室があります。怪我をしたとき，

体の調子が悪いときなど，遠慮なく利用してください。

I 定期健康診断

本学では毎年4月に定期健康診断（内科検診,X線検診，身体測定，検尿，聴覚）を実施し

ており，健康診断の結果，精密検査の必要な学生には，掲示により連絡いたします。

なお，健康診断を受けなかった場合には，健康診断書の交付ができないので，指定日に必ず

受診してください。止むを得ない理由により受診できなかった学生は，病院もしくは保健所等

の健康診断証明書を学生課に提出してください（この場合は自己負担となります)。

I1 遠隔地被扶養者証

医療機関を利用するとき，保険証が必要となりますので，自宅通学以外は在学証明書を自宅

に送り，遠隔地被扶養者証の発行を受け，常に携帯してください。

111健康相談

健康上のことで悩んだり困ったことが生じた場合は気軽に相談に来てください。専門医やカ

ウンセラーも一緒に相談に応じます。

奨 学制度

奨学制度には，日本育英会および地方自治体等の育英資金があり，学生課で取り扱っています。
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I 日本育英会（学生課）

1．日本育英会は，日本育英法という法律によって設立された国の育英機関で，人物・学業と

もに特に優れかつ健康であって，経済的理由により修学に困難な学生に学資を貸与する制度です。

第一種奨学生は無利子貸与で月額は，修士課程85, 000円，博士課程119, 000円です。きぼう

21プランは，有利子貸与で月額は50, 000円, 80, 000円, 100, 000円, 130, 000円の中から選択

できます。

2．申込方法

申込については,説明会の日時を掲示で連絡しますので,見逃すことのないようにして下さい。

3． 奨学金の支給と返還

奨学金の支給は，各個人名義銀行預金口座に日本育英会より直接振り込まれ，返環は，卒業

後に預金口座から自動振替となります。奨学金は，国民の税金と返環金が主たる財源ですので，

卒業後の返環金は，後輩学生の奨学金に循環運用されます。返環の義務を果たして，初めて，

奨学金制度が成り立ちます。

4． 奨学生の成績について

奨学生の成績は，毎年大学側から日本育英会に報告された成績不良・単位不足者は，要注意

者とされ，留年した場合は，1年間奨学金の支給を停止されます。ただし，休学の場合はその

期間の奨学金の支給が停止され，退学するとその時点で貸与が終了となりますので，休学また

は退学する場合は，必ず学生課へ申し出てください。

11 地方自治体等の奨学金（学生課）

茨城県，新潟県，船橋市等の各都道府県または市長村の奨学金や交通遺児育英会等の奨学金

があります。ただし，これらの奨学金については，大学を通じて募集しないものがありますの

で，申し込む場合は早めに各窓口に問い合わせてください。

111留学生への奨学金（国際センター）

外国人留学生に対し，日本国際教育協会や平和中島財団等の奨学金があります。募集につい

ては，掲示しますので見逃さないようにしてください。

TAoWSP制度

1 . Teaching ApprenticeShip制度

大学院生が学部の授業を担当し，院生へ，教育経験の機会を提供する教育キャリア形成プ

ログラムの一員です。

2. Teaching Assistant授業料減免制度

大学院生がテイーチング・アシスタントとして，学部学生の授業補助にあたることができ

る制度であり，併せてその大学院生の奨学に資することを目的とした奨学制度です。

3. Work Study Program

大学院生が有給で教員の教育業務の補助にあたることができる制度であり，併せてその大
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学院生の奨学に資することを目的としたプログラムです。

※申し込み，問い合わせ先は，本部棟学部事務室窓口まで。

住居関係

自宅から通学できない者は，通学可能なところに「住」を確保しなければなりません。「住」

は学生生活を充実させるために大切な条件です｡大学では，通学に便利な環境で勉学条件にかな

ったところを紹介しています。詳しくは学生課に相談してください。

アルバイト

学生は学問に専念し，これを通じて人格形成につとめるべきで，アルバイトに多くの時間をさ

くことは決して好ましいことではありません。しかし，やむを得ないときは研究にさしさわりの

ない仕事を選びましょう。

なお，求人については，学生課の掲示板(B棟1階）で紹介しております。

施設・用具使用

本学の体育施設・教室は，正課授業および課外活動で使用していますが，時間の許す限り一般

学生にも開放しています。施設や用具を使用するときは，学生課で手続をしてください。

拾得･紛失･溶難

学内で物品を拾得･紛失したときは，学生課に届け出て拾得届。紛失届に必要事項を記入してく

ださい。拾得物は学生課前の拾得物ケースに保管してありますので，学生課に申し出てください。

なお，盗難にあった場合は，速やかに学生課に届け出てください。

また，普段から盗難防止のために，各自の持ち物の保管・管理には十分注意してください。

忘 れ 物

学内での忘れ物が多いので，持ち物には必ず，学籍番号，氏名を記入してください。なお，忘

れ物は，拾得物ケースに保管してありますので，学生課に申し出てください。

捨得物ケースに溜まった品物については，年3回（7月，12月，2月）処分します。

学用バス

学生・教職員用に東京・蘇我。大綱・成東・成田駅から大学迄，学用バスを運行しています。

大学周辺は，駐車禁止になっており，駐車場にも限りがありますので，できるだけバスを利用

するようにして下さい。

＊現金での乗車はできません。バス利用券を学生課の窓口で購入して下さい。
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城西国際大学 スクールバス

600円

900円

500円

600円

600円

200円

100円

100円

100円

300円

片道

片道

片道

片道

片道

片道

片道

片道

片道

片道

rJ－面東豆齪」

|JR横藻顧司

|JR木更津駅司

|JR柏駅」

、－面松剛

|JR蘇莪尿司

「T百大雨駅司

|JR東金駅l

|JR成謹R」

rJ－F成唖L

1時間30分

2時間15分

1時間15分

2時間20分

1時間40分

50分

30分

10分

15分

1時間05分

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

I U』

○各駅発大学行き

時間|東京駅発|横浜駅発 |大綱駅発 成東駅発｜成田駅発東金駅発蘇我駅発松戸駅発木更津駅発 柏駅発東京駅発

50104007

1530 125．3505

肥一的一ｍ一ｕ｜皿一過一皿

10

妬
一
弱00

5015．2520

00･40

30 4540

55

班
一
妬

05．101 25

403015

15

晦
一
妬

20．30

｜略一Ⅳ’

１
１

05

○大 学 発

大綱駅行|東金駅行|成東駅行|成田駅行蘇我駅行横浜駅行休更津駅行|柏駅行|松戸駅行東京駅行時間

3008

30

釦
一
妬

20．301 45

的一ｍ一、｜胆一過一皿一媚

00

釦
一
別
一
ｍ

4545

00

晦
一
鋤

202010

10･15 1 10･40 40 1 10 1 10

505550505016

252500 1 00

淵一罰一 25．35

※道路状況により 到着時間が遅れる場合があります。
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［学用バス運賃表］

大網便 成東便蘇我便東京便

100円 100円200円運 賃（片道） 600円

3, 000円(33枚綴り）

2, 000円(22枚綴り）

学用バス利用共通回数券

※ 1便と7便については，大網駅及び東金駅にも運行しますのでご利用下さい。

自動車通学

現在，交通事故は毎日のように発生し尊い命が奪われています。事故によって学生生活が阻害

され，修学が困難となることもあります。事故回避等からも自動車通学は見合わせてほしいもの

です。

ただし，止むを得ない事情により自動車通学をする者は，必ず駐車場（学外・有料）を利用し

て下さい。大学周辺道路の違法駐車は，地域住民が大変迷惑しますので，絶対駐車禁止です。

なお，学内への車の乗り入れも禁止します。

諸 届

I 住所変更届

本人・第一保証人・第二保証人の住所を変更したときは，所定の用紙がありますので記入のう

え，速やかに学生課に届け出てください。

II保証人変更届

家庭の都合で保証人が変わるときは，所定の用紙がありますので記入のうえ，速やかに学生課

に届け出てください。

1I1身上異動届

本籍地・姓名を変更するときは，所定の用紙がありますので記入のうえ，速やかに学生課に届

け出てください。

Ⅳ 学生団体設立

学生が学内において団体を設立するときは，学生通則第5条を参照のうえ学生課に届け出てく

ださい。

そ の 他

I 大学への電話による問い合わせ（行事予定・休講・その他授業及び試験に関することなど）

には一切応じられません。必要あるときは必ず登校のうえ，掲示により確認するか事務室窓口
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に問い合わせてください。

11 大学の機関ではありませんが，学生の厚生援護を目的とする文部省の外郭団体に,<内外学

生センター〉があり，アルバイト，住まい紹介のほか，奨学援助，保健診療，厚生会館の運営，

管理及び外国人留学生の援助・内外学生の交流等の事業を行なっています。

（取扱時間） 平 日 9 :30～11:30 13:00～16:00

体 日 土曜，日曜，祝日，年末年始，創立記念日（7月1日）

［東京学生生活相談所] @161-0034東京都新宿区上落合1-17-1 (西武新宿線 下落合駅前）

（アルバイト，特別相談，短期貸付等の業務) a O3-3951-9101

：アルバイトの無料紹介 壷03-3951-9105

：特 別 相 談 丑03-3951-9105

：短 期 貸 付 a03-3951-9105

：留学生相談コーナー 丑03-3951-9103

［東京学生住宅相談所] S160 -0004東京都新宿区四谷1-21 (JR四ツ谷駅 四ツ谷口3分）

（宿舎の紹介，特別相談等住まいの業務) a03-3359-0633

：宿 舎 の 紹 介 壷03-3359-0631

：特 別 相 談 恋03 -3359 -0631

:F AX 番 号 冠03 -3359 -5997
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諸願。届一覧

種 類 摘 要 用紙配布窓口 提 出 先

休
復

退

学
学
学

事由が発生したとき，速やかに学部事務室

で相談の上，手続きすること

願
願

願

学部事務室 学部事務室

欠 席 届 やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席したと

き

学部事務室 担当教員

(学部事務室）

転 部 願 学部事務室 学部事務室

住 所 変 更 届 本人又は父母，第2保証人の住所を変更し

たとき

学 生 課 学 生 課

保証人変更届 保証人が変わるとき 学 生 課 学 生 課

身 上 異 動 届 本籍地異動・改姓名等があったとき 学 生 課 学 生 課

紛
拾

盗

失
得
難

届
届
届

事由が発生したとき 学 生 課 学 生 課

施設・用具

使用願

大学の施設・用具を使用したいとき 学 生 課 学 生 課

学生団体登録届 提示により指示する（5月） 学 生 課 学 生 課

団体設立許可願 顧問教員が必要 学 生 課 学 生 課

授業料延納願 やむを得ぬ事情で，授業料の納入がおくれ

るとき

経 理 課 経 理 課

授業料負担者

変更届

授業料負担者が変わるとき 経 理 課 経 理 課



学生生活のしおり 29

学生通則

本学学生に関する規定は関連法令に記載されたもののほか，この通則に定めるところに

よる。

学生は入学前に提出した個人調査票・学生個人別カードの記載事項に変更があったとき

は，そのつど速やかに学生課に届け出なければならない。

学生は学生証の交付を受け，必ずこれを携帯し，本学教職員より提示を求められた場合

は，いつでもこれを提示しなければならない。

学生証は入学時に交付する。

学生証を紛失したときは，直ちに学生課に届け出て再発行を受けなければならない。

学生証の所持資格を失ったときは，直ちにこれを返納しなければならない。

学生は，毎年1回本学施行の健康診断を受けなければならない。

学生はその本分を自覚し，社会的な規則・マナーを遵守すること。他の人に対する暴力

行為・セクシュアルハラスメントなどは決して許されない行為である。また，これらの

行為を目撃した際には速やかに学生部，学生課へ申し出ること。

学生が学内で団体を結成しようとするときは，代表者と顧問教員（本学専任教員）を定

め，所定の様式に従い，代表者および顧問教員が連署・押印をもって学生部長を経て学

長の許可を得なければならない。

許可された団体は，毎年5月末日までに団体名簿を学生部長に提出しなければならない。

提出のないときは解散したものとみなす。

本学は，多様な文化的背景をもつ学生が世界各地から集まっている国際大学である。し

たがって，本学において，特定の政治的・思想的および宗教的活動をしてはならない。

また，政治的・思想的および宗教的団体と認められるものを組織してはならない。なお

かつ，学外においても，大学名を使用して同様の活動をしたり団体を組織してはならな

い◎

学生団体が学外団体に参加しようとするとき，または学外において本学名を使用して団

体活動をしようとするときは，代表者および顧問教員の連署・押印をもって学生部長を

経て学長の許可を得なければならない。

学生が学内において集会を開こうとするときは，代表者はその7日前までに所定の様式

に従い，その日時・使用しようとする施設・その他必要事項を記載の上，学生部長に願

い出て許可を得なければならない。なお，集会の終了後その結果について学生部長に報

告するものとする。

前項の集会は，午前9時から後5時までの間とする。

学生が学内外において文書の配布及び掲示をするときは，その責任者氏名を記載した文

書を提示し，所定の様式に従い学生部長の許可を得なければならない。

第1条

第2条

第3条

２
３

４
条

条
４

５

第
第

第6条

2

第7条

第8条

第9条

2

第10条
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2 前項の掲示は，本学所定の掲示板に掲示するものとし，その掲示期間は1週間以内とす

る。

第11条 学生が学内において世論調査，署名運動，投票及び寄付募集など，本学教職員，学生，

外来者等を対象とする行為をしようとするときは，あらかじめ学生部長を経て学長の許

可を得なければならない。

2 前項に定める行為の責任者は，その行為実施に関しては学生部長の指示に従うとともに

その結果を報告しなければならない。

第12条 学生が，学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認められるときは，学則第68条に基

づき懲戒の対象となる。また，学生団体が学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認

められるときは，活動停止または解散を命ずる◎

付 則

この規則は平成6年4月1日から適用する。

この規則は平成11年4月1日から適用する。



院生研究進行予定

|院生研究進行予定
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年 月 内 容 及 び 諸 注 意

6月 ○「博士論文提出資格申請書」は次の3点から成る。

1．「博士論文提出資格申請書」（所定の用紙）1部

2．「博士論文提出資格審査用論文概要」3部

3．「博士論文提出資格審査用論文概要要旨」3部

○「博士論文提出資格審査用論文概要」の枚数は，日本文の場合は400字詰原

稿用紙300枚，英文の場合はA4判ダブルスペース180枚程度を目安とする

（ただし指導教員の判断によって適宜増減できる)。

○「博士論文提出資格審査用論文概要要旨」の枚数は，日本文の場合は400字

詰原稿用紙30枚程度，英文の場合はA4判ダブルスペース20枚程度とする。

○上記の「博士論文提出資格審査用論文概要」は，博士論文そのものではない

が，院生が博士論文を実際に完成できるかどうかを，指導教員が判定できる

だけの内容を備えたものでなければならない。また，次 の各項目を必ず含

んでいなければならない。

1． 論文作成の進行状況と今後の見通し

2． 論文全体の章・節。及び見出しを含む詳細な目次

3． 各章・節の内容についての要旨

4． 参考文献及び資料の目録

○上記「博士論文提出資格申請書」については，指導教員・研究科委員会・学

長の審査を経て判定結果が通知される。

○審査に当たっては，口述試問を行うことがある。

○審査の結果，承認された資格の有効期限は，博士課程在学中及び3年間の

「研究指導」を含む所定の単位取得退学後3年間とする。

○「博士論文提出資格申請書」が承認されず，論文提出資格を得られなかった

場合は，最短で半年後の再提出を認める。

○「博士論文提出資格申請書」がいったん承認された後，論文構想に大きな変

化が生じた場合は，最短半年後に改めて提出し，審査を受けるものとする。

○6月に「博士論文提出資格申請書」を提出できなかった場合も，最短半年後

の提出が認められる。

○「博士論文提出資格申請書」の最終提出期限は，博士課程退学以前とする

（学則により，在学年限は6年である)。院生がこの申請書を提出しないま

ま退学した場合は，以後の課程博士論文の提出は認められない。

第

3

年

次

10月 博士論文要旨発表会

○発表者は，博士論文提出資格を得たものに限る。

○発表内容は「博士論文提出資格審査用論文概要要旨」を使用することができ

る。

12月 博士論文提出

○論文及び「論文要旨」各3部とともに「学位論文審査申請書」1部を添えて

所定の期日に提出すること。

○論文の枚数に特に制限はないが，6月に提出した「博士論文提出資格審査用

論文概要」以上の分量とする。
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’
内 容 及 び 諸 注 意年 月

○「論文要旨」の枚数は，日本文の場合は400字詰原稿用紙30枚程度，英文の｜

場合はA4判ダブルスペース20枚程度とする。

○博士論文の審査と最終試験は，論文受理後3ケ月以内に行う。審査には学外

の審査員を加えることがある。

○12月に博士論文を提出できなかった場合は，半年毎に提出の機会が与えられ

る。

○12月に博士論文を提出しなかった者，また第3年次で博士論文を提出せずに

退学する者は，第3年次の「研究年次報告書」を提出して3年間の「研究指

導」の評価を受けなければならない。

学位記授与

○論文審査・最終試験に合格した者に対して，博士（比較文化）の学位が授与

される。

○学位を授与された者は，博士論文を印刷公刊する義務がある。

12月

第
３
年

次

3月

〔注意〕後期入学者は，原則として該当する月を半年遅れで読み替えるものとする。
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人文科学研究科・経営情報学研究科 修士課程 院生研究進行予定表

年 月 内 容 及 び 諸 注 意

「研究計画書」提出

○希望する指導教員1名を申請し，同時に「研究計画書」（所定の用紙による）

を提出する。

○「研究計画書」の提出に当っては，指導教員の十分な指導を受け，研究の確

実な進展を期すること。

履修登録

○2年次生と1年次生では「演習」の単位数，履修条件が異なるので注意する

こと。2年次生には,1年次に引き続き指導教員の「演習」の聴講を認める

が，単位とはならない。

○修士論文の作成指導は指導教員の「演習」を中心に行われる。1年次生はこ

の科目を必ず登録すること。

○指導教員の指導により，履修科目，指導のスケジュール等を打合せること。

学部の科目で研究に必要な科目，教職関連科目等は，学部の科目等履修生と

して履修することができる。

T.A, WSP出願（希望者のみ）

○所定の用紙により，願書に指導教員の推薦状を添えて出願する。

J EAP留学計画

○指導教員と十分相談すること。

4月

第

「研究計画」発表会

○必ず出席・発表し，指導を受けること。発表内容は，4月に提出した「研究

計画書」を，その後の指導教員の指導によって展開したものであること。

○日本文の場合は400字詰原稿用紙10枚程度。英文の場合はA4判ダブルスペ

ース5枚程度。書式は自由だが，次の項目を含めること。

1． 研究主題とその具体的内容（卒業論文等との関連を含む)。

2． 方法論についての見通し。

3． 資料・参考文献収集についての実績と見通し。

○原稿1部を事前に学部事務室に提出すること。

第1回研究中間発表会

○必ず出席・発表し，指導を受けること。以下同じ。

○発表内容は，卒業論文の一部をさらに掘り下げ，展開したものでもよい。研

究テーマを変えた者は新稿とする。いずれの場合も修士論文の一部の草稿に

ふさわしいものであること。また，自己の研究計画の中での位置づけを明確

にすること。

○分量は日本文の場合, 400字詰原稿用紙20枚～30枚程度。英文の場合はA4

判ダブルスペース10枚～15枚程度。レジュメ・原稿をあらかじめ学部事務室

に提出すること。

「論文作成計画書」提出

○「論文作成計画書」は，「研究計画発表会」「研究中間発表会」の成果等を取

り入れ，「研究計画書」をより具体化したものであること。

6月

1

年

次

10月

12月
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’
内 容 及 び 諸 注 意年 月

○日本文の場合は400字詰原稿用紙20枚～30枚程度。英文の場合はA4判ダブ

ルスペース10枚～15枚程度。書式は自由だが，次の項目の概要は必ず含んで

いなければならない。

1． 研究主題の分節化

2．方法論についての概要

3． 先行研究についての批判

4． 資料・参考文献の目録

○研究テーマまたは指導教員を変更する場合は，その理由を明記した上で，「論

文作成計画変更届」及び新しいテーマに基づいた「論文作成計画書」を提出

すること。

論文作成計画発表会

○この発表会の成果に基づき，修士論文の主査教員1名，副査教員2名が決定

される。

○これ以後の研究テーマ及び論文作成計画の大幅な変更は，原則として認めら

れない。例外的に認められる場合も，在学年限の延長が条件となる場合があ

るので，十分注意すること。

12月

第

1

年

2月
次

4月

T,A，WSP出願（希望者のみ。継続希望を含む）

○所定の用紙により，願書に指導教員の推薦状を添えて出願。

6月

○「論文作成計画書」に基づいて研究の進展を示した，修士論文の一部として

ふさわしい内容をがあり，自己の研究計画の中の位置づけが明確なものであ

ること。分量は第1回に同じ。

第

○上記の「修士論文概要」は，修士論文そのものではないが，院生が修士論文

2

ものでなければならない。また，次の各項目を必ず含んでいなければならな

年

1． 論文作成の進行状況と今後の見通し

次

3． 各章・節の内容についての要旨

4． 参考文献及び資料の目録

○日本文の場合は400字詰原稿用紙30枚～50枚程度。英文の場合はA4判ダブ

ルスペース15枚～20枚程度。

○この発表会で，修士論文の完成が見込めないと判定された院生に対しては，

指導教員は修士論文の提出を少なくとも半年後に延期するよう勧告する。院

生がその後の努力により修士論文を完成させ提出した場合は，論文審査・最

終試験の対象とはするが，論文の完成度が低い場合は不合格とし，最終試験

も行わない。
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年 内 容 及 び 諸 注 意月

修士論文提出

○提出時期は1月初旬の所定の日とする。

○枚数は，日本文の場合は400字詰原稿用紙100枚以上，英文の場合はA4判ダ

ブルスペース60枚以上。ただし参考文献目録・資料目録等はこの枚数には含

めない。

○論文の提出部数は3部とする。

○論文とともに「学位論文審査願」1部を併せて提出する。

1月

第

2

年
最終試験

○最終試験は原則として主査・副査による口述試験とするが，筆答試験を行う

こともある。

2月

次

学位記授与

○論文審査・最終試験に合格した院生に対して，修士の学位（国際文化または

女性学）が授与される。

3月

〔注意〕 後期入学者は，原則として該当する月を半年遅れで読み替えるものとする。



証明書センター

書センター
学生課内）

証明
（
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証明書センター

証明書センターは，本部棟1階事務室内の学生課に置き，各種証明書の受付・発行を取り扱っ

ています。発行する証明書の種類と手数料については，次頁の「証明書発行一覧（別表)」を参

照してください。

証明書の申し込みおよび発行について

1． 学生証を使用して証明書自動発行機で所定の操作をしてください。

2． 証明書は即時発行されます。

3． 証明書の種類によっては，窓口で申し込みをし，日数のかかる証明書もありますので注意

してください。

4． 証明書の有効期間は3ヶ月です。

5． 電話および郵送による証明書の申込みは，原則として受け付けません。

6． 学生証はICカードなので折り曲げたり，磁気の傍に近づけないでください。

学生旅客運賃割引証（学割証）についての注意

1． 学割証は，片道の区間内において, 101kmを超え，帰省等で利用する場合に使用すること

ができます。(JR各社のみ）

なお，15名以上の団体で旅行する場合は，団体割引が利用できます。

2． 学割証は，1回の交付で2枚までとし，年間10枚まで発行することができます。（国土交

通省規定）

3． 他人名義のものや記入事項を勝手に書き換えて使用すると，本人が処罰されることはもち

ろん，大学全体の学割証発行停止処分を受けてしまいますので，使用には注意して下さい。

通学定期について

電車の通学定期は，通学定期乗車券購入兼用証明書を学生証と一緒に交付しますので最寄の定

期券発売駅の窓口に学生証と一緒に提示し，購入して下さい。

その後，卒業まで自己管理となります。

ただし，バスの場合は，通学証明書（証明書センター発行）を添えて購入して下さい。

なお，住所変更をした場合，住所変更届と一緒に通学定期乗車券購入兼用証明書を提出して下

さい。
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証明書発行一覧（別表）

受付および発行手数料 交付期間種 類

即時在 学 証 明 書 200円

成 績 証 明 書 〃〃

自動発行機

修了(見込)証明書 〃〃

健康診断証明書

奨学金証明書

資 格 証 明 書

推 薦 書（進学用）

〃 〃〃

証明書センター3日後〃

〃〃〃

5日後 〃〃

就 職 課推 薦 書（就職用） 〃〃

証明書センター調 査 書（進学用）

調 査 書（就職用）

英 文 証 明 書

〃〃

就 職 課7日後〃

証明書センター
及び自動発行機

即時200円

3日後学 生 証（再発行） 1, 500円 〃

即時無 料学 割 証 〃

路線バス定期券職
入用通学証明書

通学定期乗車券講
入兼用証明書

2日後 ｜ 証明書センター証明書センター2日後〃〃

2日後 〃〃
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水田記念図書館

図書館は知識の宝庫です。図書や雑誌をはじめとして, CD-ROM,ビデオテープ等大学で

の学習，教育，研究に必要な資料を収集して利用に供しており，現在，約13万冊の蔵書を有して

います。

そして，それらの資料を利用する快適な環境と最新の設備を整えています。

昨年度開館した新図書館は，情報図書館的機能の充実を図るためメディア・ラウンジを設け，

インターネットによる情報収集や, CD-ROMデータベースの検索に対応するパソコンを多数

配置しています。また，ビデオテープ, DVD, CDなどを利用するための機器を多数配備した

視聴覚コーナーを設けるとともに学習や研究機能の一層の充実を図るためグループ学習室や閲覧

ブースを設けています。

l. 館の利用にあたって

利用資格

入館手続

開館時間

体 館 日

学生，教職員，その他図書館長が許可した者

学生証を提示すること

9 :30～20:00 (土曜日9 :30～17 :00)

日曜日，国民の祝日に関する法律に定める休日,本学創立記念日（4月28日)，

毎月の第1月曜日（館内整理日)，春期・夏期・冬期休業中の一定期間。（そ

の他臨時に休館することがあります｡）
１

１
１

１

１
２

３
４

１
ｉ

ｉ
ｉ

2． 館外貸出

図書館の資料は，とくに定める資料（貴重図書，参考図書，視聴覚資料，特別指定図書，加除

式資料，新聞，雑誌の最新号，その他館長が指定するもの）を除き，貸出を受けて館外で利用す

ることができます。

（1）貸出（図書）の冊数および期間

学部学生，研究生，科目等履修生……3冊，1週間以内（貸出・返却日を含めて8日間）

大学院学生…･ …… ………･ …… ……･10冊,1か月以内

（2）貸出の手続

貸出を希望する図書と学生証を受付カウンターヘ提出するか，自動貸出返却機で手続きを

行ってください

（3）返却

貸出を受けた図書は，返却期限内に受付カウンターに返却するか，自動貸出返却機で手続

きを行ったあと所定の場所に置いてください。図書館の閉館または休館時にはブックポスト

に投函してください。
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(4)貸出期間の延長

図書を引続き借りたいときは，返却期限内に受付カウンターへ図書を持参し手続きをして

ください。貸出予約されている場合や試験期間中などの場合を除き，1回に限り延長できま

す。

(5)貸出に関する注意事項

①貸出を受けた図書を他人に転貸することはできません。

②図書を破損，紛失した場合は弁償していただきます。

③返却期限を過ぎても返却していない図書がある場合は，新たな貸出を受けることはできま

せん。

3． 図書の破損・紛失

図書館の利用については，職員の指示に従っていただきますが，特に次の事項については厳守

してください。

（1）図書館の資料および機器は大切に扱ってください。

（2）館内では静粛を保ち，また飲食はしないでください。喫煙は所定の場所で行ってください。

（3）館内で，許可なく集会，印刷物の配布，貼紙等を行わないでください。

（4）所持品の管理は各自で責任を持ち，貴重品は常に携帯してください。

（5）その他，他の利用者に迷惑をかける行為は絶対に慎んでください。
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情報科学研究センター利用案内

情報科学研究センターでは，研究教育活動の情報化，ネットワーク化，国際化を積極的に推進

しています。すべての教室と研究室に情報コンセントを配置していますので，学生と教職員は

2000を超える情報コンセントから電子メール, WWW,データベースなどのサービスを自由に利

用することができます。また，センターでは国家試験に関する講座を企画するなど，学生のキャ

リア形成にも貢献しています。

1． 設 備

（1）パソコン設置教室

パソコン教室1 (A-204教室）

パソコン教室2 (A-205教室）

パソコン教室3 (A-211教室）

パソコン教室4 (B-206教室）

パソコン教室5 (B-207教室）

（2）ノートパソコン対応教室

A-202教室 A -203教室

G 1-101教室 G 1-102教室

自習室

セミナー室

セミナー室

演習室

演習室

B -303教室 B -310教室 C II -105教室

G 1 -302教室 G3-311教室

主なソフトウェア

MS-Office, VisualBasic,

PCA会計

2

COBOL85, Photoshop, Illustrator, Director,

3． 利用時間

9 :00～17 :00

利用上の注意

(1)パソコン教室は飲食（持ち込みも）厳禁です。

(2)教室内のパソコンにはファイルを保存できませんので，フロッピーディスクを各自で用意

してください。

(3)携帯電話の利用を禁止します。

(4)連絡事項等はセンター前の掲示板で案内します。

(5)その他，他人に迷惑をかける行為を慎み，パソコン教室に関する秩序等については，セン

ター職員および学生管理人の指示に従ってください。

4
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5．インターネットの利用

教室内のパソコンはすべてインターネットに接続されていますので，ホームページの閲覧や

電子メールの利用が可能です。また，学生ホールや図書館，ネットラウンジには，情報コンセ

ントや電源コンセントが設置されていますので，ノートパソコンを接続して自由にインターネ

ットを利用することができます。利用規則やネチケットを守ることはもちろんですが，トラブ

ルに巻き込まれたときには，教職員またはセンターに届けてください。

6． 電子メールアドレスの取得

電子メールアドレスは「情報メディア演習I」の授業の中で取得することができます。その

他の希望者は「電子メール利用講習会」を受講し，所定の手続きを経て取得してください。

7． 講習会

センターでは，1人でも多くの学生にコンピュータの知識および利用技術を修得してもらう

ために講習会を開催しています。

8． 学生サポート制度

「情報メディア演習1．11｣,「プログラミング演習I」等の演習授業において，教員の補助

をする学生サポート制度を導入しています。詳しくはセンターへお問い合わせください。

9． ノートパソコンの修理について

東芝DynaBookが不調のときには，本体をセンターまで持参してください。状況によって

はメーカー修理（有償もある）となります。修理期間中は代替機を貸し出しますが，それ以外

の貸し出しはできません。また, DynaBook以外の修理は取り扱っていません。
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情報科学研究センター配置図10

A棟

A 206調整室

、

A 201スタジオ
A207編集室l

A208編集

A209編集セミナー室
A210

編集セミナー室 2

EV

情報科 研究センター

LL

教室1
A 202

■ A211

パソコン教室3

■

〃Ｊ〃・Ｐ
もら、、、

〉“ｖ、へ
、、、

〃″〃ロ
も

LL

教室2
A 203

○

F‐三 1

｜
’ EV 正面出入口

ノポソコ ン

教室l
(自習室）
A204 _

ノポソコ ン

教室l
(自習室）
A204 ‐

■

B 206

パソコン

教室4

一己’

パソコン教室2
A 205|~1

■ ■

B 207

パソコン

■教室5 ■

ユ ー
ロ皿|叩 一

■

■

■



国際文化教育センター

国際文化教育センター



52

国際文化教育センター

学校法人城西大学国際文化教育センターは，広く国際的な視野の下で物事を考え，行動するこ

とのできる人間の育成という，本学の理念を具体化するための研究と教育を目的として，1985年

4月に創設されました。

このセンターは，今日の世界と日本との相互認識と理解を深めるため，日本文化を中心に，ヨ

ーロッパ・アメリカおよびアジア・アフリカ文化の個別性と関連性を把握する学際的な比較文化

研究を行うこと，それを通じて人権の平等の進展に寄与すること，また女性の社会的な平等の実

現のために必要な資料の収集・充実をはかることなどを目的としています。

これらの目的を達成するためにセンターでは海外の大学との提携による教員・研究者・学生の

研修や，留学生の積極的な受入れなどを拡充していく機関として広範な活動を行っています。

初代センター所長には，学校法人城西大学の常務理事であり，本学の学長である人文学部の水

田宗子教授が就任しました。水田教授は1961年，東京都立大学大学院英米文学科修士課程在学中，

フルブライト奨学生としてイエール大学大学院に留学，1970年同大学で博士号を取得，以後メリ

ーマウント大学，スクリプス大学，南カリフォルニア大学などで比較文学の研究と教育にあたっ

てきました。その20年にわたる在米経験から，日本に関心のある諸外国の人々が日本文化と社会

を理解するのに役立つために英文誌REVIEW OF JAPANESE CULTURE AND SOCIETY

の発行を企画し，創刊号を1986年に刊行しました。以下がその内容（日本語による目次）です。

創刊号／特集。日本および日本人論

坂口 安吾 堕落論（1946）

きだみのる 気違い部落周瀞紀行（1946）

加藤 周一 日本文化の雑種性（1955）

梅棹 忠夫 生態史観から見た日本（1957）

作田 啓一 恥の文化再考（1964）

司馬遼太郎 手堀り日本史（1972）

米山 俊直 日本人の仲間意識（1976）

井上 忠司 「世間体」の構造（1977）

加藤 秀俊 習俗の社会学（1977）

河合 隼雄 「古事記」神話における中空構造(1980)

鹿野 政直 戦前.。「家」の思想（1983）

畠 弘巳
ユートピアとしての「中根千枝／日本タテ社会」論（1985）

W・スミス

谷川 健一 常世論・日本人の魂のゆくえ（1983）

富岡多恵子 短編小説「時間割」
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第2号／特集。日米綴斉摩擦

青木 保（大阪大学教授） 文化の否定性

三重 野康（日本銀行副総裁） 国際化する経済と金融政策

大場 智満（国際金融情報センター理事長）通過問題の行方

糖澤 和夫（経団連常務理事） 日米経済摩擦の現在と将来

黒澤 洋（日本興業銀行副頭取） 銀行家の目から見た国際金融の諸問題

長岡 責（元大蔵省事務次官） 財政再建問題と経済摩擦

増田みず子（作家） 一人暮らし

第3号／特集・Women and the Family『女性と家族』

第三号では日本の女性が現在変容されつつある日本の家族とどういう関係をもっているかを調

べて，比較のためにアメリカでの女性と家族の状況を紹介する論文も掲載しています。本号に掲

載されたものは学校法人城西大学国際文化教育センターとスタンフォード大学女性・ジェンダー

研究所が主催した第一回環太平洋女性学会議〔テーマ＝女性と家族〕（1989年3月28日から30日ま

で）で発表された論文から選ばれました。

水田 宗子（城西大学国際文化教育センター所長)／女性と家族の現在－序にかえて－

上野千鶴子（京都精華大学助教授)／変貌する資本制と家父長制

一日本の女性，最近の20年一

シルヴィア.J・ヤナギサコ（スタンフォード大学準教授)／ジェンダーと家族の変容

一日系一世と二世家族をモデルに－

落合恵美子（同志社大学講師)／近代家族と日本の文化一日本的母子関係を解き口に－

高橋 道子（東京学芸大学助教授)／働く母親と家族 一子供にとっての母親像一

星野 澄子（国学院大学講師)／いま，なぜ「夫婦別姓」なのか

－さまざまな生の選択に向けて一

芦沢茂澄子（高齢化社会をよくする女性の会)／高齢化する社会と親子・夫婦関係

一生き方の模索と変化一

ミリアム.M・ジョンソン（オレゴン大学教授)／アメリカの家族，愛・結婚・セックス

ーどう変わったか？一

藤枝澪子（京都精華大学教授)／日本における「性的暴力」と離婚

一女性にたいする暴力とはなにか一

マリリン.ヤロム（スタンフォード大学女性研究所主任研究員)／近親姦一アメリカに

おける状況 一被害者とセラピーの記録一

シンポジウム「女性と家族：ポストファミリーの実験｣／富岡多恵子（作家)，上野千鶴

子，水田宗子，ミリアム.M･ジョンソン，マイラ｡H･ストローバ（スタンフォード大

学助教授）
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第4号／特集・women's Self-Representation and Culture

第四号では，父権社会の文化の中で，女性達が女性の自己表現について，葛藤し苦闘して，か

ち得た成果を確認すると共に，ポスト産業社会の背景の意味を再考し，女性の文化と表現の可能

性について論議した「第二回環太平洋女性学会議〔テーマ＝女性の自己表現と文化〕」（1991年3

月28日から30日まで）の内容を特集しました。原文のまま目次を掲げます。

L""tz" SK RO6"so" Women on the Job : Work Life or

Reall』ife？

Authentic Self - Representation and

the Temptations of lrony in Recent

Australian Migrant (non Anglo-

Celtic) Women's Writing

The Narcissism of Female

Representation and the ProfesSio -

nal Writer

New lmages of Women in Modern

Chinese Poetry: The Feminist Poe-

tic of Xia Yu

Female Lifewriting : A Western

Perspective

Coming on Her Own into Her

Country

Women and Film in International

Perspective：Where Are We？

Where Do We Go？

Narrative in the (Dis) Service of

Identity

A Life-Size Mirror: Women's Self-

Representation in Girl's Comics

Womanwatch: Pioneering Feminist

Broadcasting in the Philippines

Symposium- Women's Culture:

Postmodern Expressions

S"g〃G""g”

KIzzzfho azZzMsIz

〃た"g"2Yゼル

皿α"jwzYIz/0"1

〃α"0"e E"sco

EAwzKK"kz"

Y"0""e Ra"gγ

y"たα流励”"o加

A〃"αLealZ az7zzMz

Nbγ舵0ハ〃z況如

EA"〃KZzp〃〃

A"〃α""20

A〃"fz Z,2aルaz7tz〃tz

Aひj趣ﾉRo"e"

凡‘た況加KO6fzvns〃イIRzc"加加7ツ

Poetry

KZzz〃た0鋤勿泣is"

鋤かjay Geo〃"”L伽

〃宛たO脚をz〃"tz6e

Mα加7feEzﾉas“

Rz"7z"o Kり?〃

Little Planet

Pantoun for Chinese Women

Bliss

Dreamweavers

Sprouts

Fi ction

〃"α"O6" Birdsong
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第5号/Nature and Selfhood in Japanese Literature

l992年夏，カナダのブリティッシュ・コロンビア大学との共催によりカナダのバンクーバーで
開催された国際会議「日本文学における自我と自然」における講演内容から収録したものです。
古典から現代に至る日本文学の諸作品を深く読み解き，そこに流れる世界感を探りだし，自然
が日本文学において如何に大きな影響と感動を与えているかを考えるこの会議では多くの成果が
ありました。

Language and Nature
Self and Landscape in Kager5 Nikki

Connecting Rhythms : Nature and Selfhood in
Shiga Naoya's Reconcilation and A Dark's
Night's Passing
Nature and Self in Modern Japanese Poetry:

Hagiwara SakutarO, Ito Shizuo, and Miyoshi
TatsUji

Marginal Arcadias : 0e KenzaburO's Pastoral
and Antipastoral

Symbiosis and Renewal : Transformations of
the Forest World of Oba Minako

動s況加〃Nah(z"js"

ﾉbs/M" S MosjozO
Zbd Goosse"

Tos""o Kis""

鋤循α〃JMz伽γ

Ⅳ0γ娩oM彪況加

Fiction

Sﾉ@ヵ勺“z〃ぬ肥z池α
TIz9ho Zb"ziohtz

The Shore of Low Tide

HatsumukaShi

第6号/ReexaminatiOn .of MOdem Sullj"iYU"､ Japanese Fiction
（近代日本文学における「私」の再考）

1992年にニューヨークで開催された学会における発表をもとに，言語とセルフ・イメージ，私
小説とモデル小説，狂気などの検討や，女性作家の作品を当時の男性作家への批判的反応として

読み直す試みなど，明治以降の日本近代文学の特徴的概念である「私」について再考を加えた論
文集。

客員編集長＝関根英二（米国パーデュー大学／比較文学）

The Vernacular Movement (言文一致運動）

in Japan and the Formation of Selfhood

In the Scopic Regime of Discovery : Ishikawa
Takuboku's R5maji Nikki and the Gendered

Premise of Self-Identity

Salvation from a Barren Paternity : The

Concept of Masculinity and KCda Rohan's
Writings

Mori Ogai : Subjectivity, Historical Change,
and their Proper Language

Shimizu Shikin's !4The Broken Ring'' ;

A Narative of Female Awakening

I〃"z〃z"Tzz"as〃’

C〃αγねsS."oz4ye

A"〃鋤g〃

LewjS D"6"

Re6ecc(z L. COpeわれ。
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艶〃"gE"! Modernity and Madness : Lu Xun, SOseki, and
Irokawa Takehiro

Fiction

Zbz4s""zfz Y茄陀0 Water's Edge

第7号/Philosophical Perspectives from Japan and the West

l994年6月に城西大学にて開催された国際シンポジウム「多元化する世界とコミュニケーショ

ン」における発表をもとに編集。国際化の時代において考え方が多元化されていくなかで，他者

との交流のあり方を西洋と日本の哲学的観点から考察した論文集。

M吃況施Ⅳひ?洗o

nz"jZb〃

R〃"α”ﾉ:"7@s彪加
Tbhezhz Sbwzio

Foreword

Introduction

The Retrieval of the Democratic Ethos

Orikuchi Shinobu and the Song of Life :

The Ancient Japanese View of

Co mmunication

The Possibility of Critique

in a Multi - Cultural World

Community and the Law of Return :

Between Ethics and the Question of Being
The Criticism of Science and its Assimilation

in Modern Japanese Thought ;

Phenomenology and Science in the Work

of Watsuji Tetsuro

Mだ"jzz"j Mfzs"血沈0

ZIz""as〃琵応ZfJ"Z

az/oYas"た況泥'

Fiction

Mo" M"" Thorn

第8号／特集・アジア女性をめぐる文化と社会の変容

1996年9月に城西国際大学にて開催された「第2回日中女性学会議：アジア女性をめぐる文化

と社会の変容～日本と中国を中心に考える～」で発表された論文を10編と，ラウンド・テーブル・

ディスカッションの記録などを収録しています。

０
０

洗
城

７
ｓ

恥
泌
”
〃

峰
脆 Foreword

Introductio n : We Come Together as Speak Out

-Deconstructing Sexism in Culture and in

Social Institutions

Keynote SPeech : 0n the History of Asian

Women Exchanges

Round-Table Discussion : Asian Women Change

Their Culture and Society

yn"2azα厩Zb"zo"0

“α〃.・

YIZg/ K"z"0

Rz"e"Ms :

jWz""Ⅳb’ﾂ肋，

Wac" Yas"た0

XX"eKKeqjtzo, ZhtzlZg Y"〃”
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Women and Culture

L〃Z,』 Nukata no Okimi : A Bright Star in the History

of Waka- The Poems and the Poet

Chinese Women's Literature Since l995

Japanese Film and Women : The Works of
Mizoguchi Kenji and Naruse Mikio

Women Disguised as Men : Longing for the
Past in Chinese Cinema

The Polarized World at the End of Fascism : An

Examination of Hirabayashi Taiko's BZ加α

餓加ese SoldieyQs

X〃K"邦

K"加j"zz"tz Mtzsa肋

X"9 Ke9"0

Kりｻtz RzMz"0

WOmen and Society

TYhz"H@ Migration of Labor Force from Rural Areas
and Women in China

Women's Working in Postwar Japan : The

M -Pattern and the Gender Differentiation of

Occupations and Labor Markets
Reform and Liberalization Policies and the

Reemployment of Urban Female Labor

Female Education : A Comparative Study of

India and China

Working Women and Child-Rearing in the

Village

US""" C〃""℃

me" Hz"

Wfz7ZgXｶﾋZO血〃

Ubz"wziAだ“

Fiction

Ozaﾙj M"o" The Cricket Girl

第9号／ジェンダー，コロニアリズム，テクノロジーと“開発”

1997年10月3日に城西国際大学にて開催された「国際公開シンポジウム：ジェンダー・開発・

テクノロジー」における発表論文をもとに編集されました。ジェンダー，コロニアリズム，テク

ノロジーと“開発”について，国際的かつ学際的な視点から考察した論文集です。

〃SaBﾉ0“〃 Introduction

Part l ; International Symposium on $Gender, Technology, and @6Development' ''
Josai lnternational University, Japan, 3, 0ctober, 1997.

Geo"" WWZy"〃 Analysing Women in the Politics of the Third
World

a"es"R・Bzz" Women and Healthcare : A Critique of USAID

Policies in lndia

Whc" Y(zs"0 Sz"a6aZam6q" Bj〃αs or Self-Reliant Develop-

ment : Nepalese Women Activists in Develop-

ment Today

Ljbn B/00"z Gender, Popular Science and JVα〃o"αZ GeogTα‐

p"ic in the Age of Multiculturalism

必γαんimjZSam(Z ter Gender and Development : An Observer's Refle-

ctions on the JIU Symposium

Part lI : Japanese Feminism's Relationship to National, and Colonial Concerns
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Hひｵ施皿"iり” Beyond Our lnvisibility- Diverse Feminisms

and the Quest of Japanese Women for Self.

Defined ldentity

GReproductive Rights / Health' and Japanese
Feminism

[/@"o C"た"た0

Fiction

Tb"zio" Z~lz2"0 Happy Birthday

第10号／｢日本映画｣と「歴史」を歴史化する。

サンフランシスコ州立大学教授（映像・文化比評論）のリピット・水田・堯先生をゲストエデ

ィターに招いて，映像と歴史の関連性をテーマに編集されました。文学，社会学，人類学，メデ

ィア学などの分野で活躍する国内外の研究者がさまざまな視点から近代日本歴史を日本映画を歴

史化することで再考察した論文集です。

A"7tz M"z"zz Z,W"

伽α加otoKを城
""sGMfzs"0

Introduction

From Re"s(zge賊加K加odγα"za

The Origins of Censorship : Ponce and Motion

Pictures in the TaishC PeriOd

Modernity, Cinema, and the Body :

Analysis of the Sh5chiku Kamata Film

Wfzkqmo"o "o〃αZe〃αkzz化a？

(Why DotheYouthCry？；1930）

History in Film Style: 0n Absent Cause in

Mizoguchi Films from the l950s

Postcolonial Conditions Explained to

Japanese Children*

Antigraphy: Notes on Atomic Writing and

Postwar Japanese Cinema

〃"s"yo W(z"-M"℃”"0

Mzz""fhzi CM""z4

U胸ajStzios"

A〃"tz MjZz" Lj""

Fiction

7Iz7" KK"〃""" Oan monogatari (The Tale of an Old Nun)

第11,12号／｢暴力と現在」

城西国際大学で開催された国際シンポジウム「暴力の現在」をもとに，シンポジウムの司会を

勤められた城西国際大学助教授（哲学）の谷徹先生をケストエディターに招いて編集された論文

集です。第一部には，シンポジウムのパネリストの講演が収録され，第二部は現代社会で問題に

されている様々な形態の「暴力」を，国内外の専門家や研究者が鋭い視点から考察する事例集か

ら構成されています。

ZZz"j Zb"Z

Part One

I加α"zzz7Mz H"os6j

Mi"00ハ"0α"e"

Introduction

The Violence Deeply Rooted in Society

The Texualization of Violence in a Global
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World : Gendered Citizenship and Discourses of

Protection

皿α噸〃ﾉtZy Walter Benj amin, Remembrance, and the First
World War

Part Two

&ss60 Ybs"" The Logic of Apologizing for War Crimes $Gas a

Japanese''

H"z"fZgIz S鞍γz4 Nazi H olo caust and Atomic H olo caust :

Transforming Spiritual Crisis into an ldeology

of Humanity

HIzjYzs6j Yb"0 1ssues Surrounding the Wartime $6Comfort

Women''

”"αz"oS"z"yo The Base and the Military : Structural Violence

Against Women

皿α"りYz"α九た城 Violence and Communication in History and

Context of Minamata Disease

Fiction

Htzjkzs6j Kyoho Dear Friend

センターでは，これまでの学術研究・交流の，ともすれば欧米に偏ったあり方をあらため，ア

ジア・アフリカなども含んだグローバルな，より広く多様な異文化間の相互交流・相互理解の視

点と関係を作りだしたいと考えています。その活動の要点を列記すると下記のようになります。

（1）本学教員の国内外の研修，客員教授・研究員・留学生の積極的な交流・受入れ。

（2）在学生の教育に貢献する語学セミナーはじめ各種課外活動。

（3）国際交流，日本文化の紹介，国際シンポジウムの開催など。

（4）比較女性文化研究のための資料・情報の収集・交換，研究会・寄付講座・シンポジウム

などの開催。

（5）機関紙，研究刊行物，翻訳および英文刊行物の発行。

これらの内，皆さんに特に関連がある活動について説明します。

I.海外留学をはじめとする国際交流の推進

アメリカのカリフォルニア大学リバーサイド校(UCR)とウェスタン・ミシガン大学(WM

U),カナダのカモーソン・カレッジ(CC)とセントメアリーズ大学(SMU)台湾の淡江大学他，

計12大学との姉妹校提携および中国の吉林省延辺医学院との友好提携が結ばれ，学術交流，学

生・教職員の交流が盛んに行われています。

また，1989年4月からは国際化時代に生きる感性と能力を持った若い人材を育成するための

本学校法人独自の海外留学制度JEAP (Josai Education Abroad Program:城西国際大学海外

教育プログラム）も発足しています（58頁～62頁を必読)。

11．社会人・学生を対象としたエクステンション・プログラムの実施

「いつからでも，いつでも，だれでも学べる」開かれたもう一つの大学＝コミュニティカレ
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ツジ（エクステンション・プログラム)。本学では，学生，社会人，女性，外国人留学生のため

に豊富なコースとプログラムを設けていきます。

まず開講を予定している講座の内，学生の資格取得や技能習得に関する内容のエクステンシ

ョン・プログラムの概略を紹介します。

◎INTENSIVE ENGIJSH講座

日常会話に必要な応用力をつける「英会話入門，中級, Discussions」コース, NGO/NPO

英語，英検準1級，2級準備講座を実施。1級の合格をめざす「英検特訓コース」などを予

定しています。

◎ TOUCHCOMPUTER1講座

パソコン検定目標の「入門パソコン講座｣，「入門ワープロ講座｣，「ワープロ検定受験準備」

「MOUS検定」を実施。更に腕をあげたい方への各講座を予定しています。

◎ WebベースIT講座

自分の意欲や理解度に合わせて学習できる講座です。学内にあるすべてのPCから学べま

す。「システムアドミニストレータ｣, ｢Power Point｣, ｢HTML基礎講座」など。

◎ 簿記会計特別講座

日商簿記1級・2級・3級試験対策講座の実施。その他，公認会計士，の合格をめざす各

コースを予定しています。

◎ 社会福祉士受験対策講座

社会福祉士国家試験合格のための事前準備講座です。各学年毎の基礎編，関連知識編を実

施の予定です。

◎ 小売商検定試験（販売士）対策講座

小売業経営に密着し，百貨店や専門店などの販売業でのプロとしての証明となる資格取得

を目的とした講座です。

◎ 俳句講座

日本の伝統美にふれ，創作していく講座です。四季の自然や目に見える風景事物，あるい

は内面の感情を十七文字に託して表現する俳句の鑑賞と創造の楽しみを味わいます。

◎ 中国講座

ダイエットや美容・家庭医学に役立つ｢中国気功｣を実施しています。

また，学校法人城西大学国際文化教育センターのエクステンション・プログラムは，学生

のみならず，職場や地域で自立し新しい能力や技能を身につけようとする社会人や女性など

のためにも用意されています。地域の人々と本学学生が共に学べる，市民講座的なプログラ

ムとしては，英会話の講座，パソコン・ワープロの入門講座のほか「インターネットへの招

待」など教養を高めるプログラム，パン焼き，刺繍,手話講座などを実施，予定しています。
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JIU未来講座
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JIU未来講座

急速に発展した科学とテクノロジーによって，世界は情報ネットワークで瞬時に結ばれ，地球

を一つの生活圏とさえする交通と交流が可能となった半面で，異文化間の不寛容と抗争もまた深

刻化していて，混沌とした不透明な現実は，新しい世紀となった今も解決していません。

21世紀が始まった現在，未来は未知な魅力に満ちています。新しい経験と新しいモデルを志向

して，ここから新しく出発すること。知性と精神を眠り込ませていては「未来」は視えてこない

のです。

核の廃棄，紛争の国際的解決，経済発展と貧困の克服，性差からの解放，宇宙資源の探査，環

境破壊につながらないエネルギーの開発，都市の設計，遺伝子や生殖テクノロジーをふくむ生命

科学の発展とコントロールの必要性等々，21世紀に私たちが直面するさまざまな問題と，変容す

る文化と人間をみつめて，私たちは, ｢J1[床来講座」を企画し，スタートしました。

開学以来，多くの成果をあげてきた「J1[啓付講座」を，さらにひと回り大きく成長させた，

この「JI[床来講座」は，それぞれの分野の最先端で活躍されている先生方を招いて，若い人々

のいきいきとした知的関心を刺激し，自発的で主体的な探求心を目ざめさせる，フレッシュなテ

ーマを用意して，長期にわたって開設されます。

それと同時に，この講座を単に受講するだけはでなく，テーマの設定や講師の希望などに学生

諸君の声を反映させ，また，講座の運営などにも学生諸君の積極的な参加を求め，「未来講座」

を，教員，研究員，大学院生，学生のユニークな協働の場にしたいと考えています。

多様でバラエテイに富んだ数多くのテーマを学ぶとともに，一つのテーマをさまざまな角度か

らより深く掘り下げ，理解したり，参加者の一人ひとりが知識と思索と想像力の豊かな可能性を

自分自身に発見する，私たちは，「未来講座」をそういうプロジェクトとして成功させようと呼

びかけます。

なお，本講座は単位制で，履修学生には所定の単位が認定されます。2001年度の概要は次のと

おりです。

1.2001年度未来講座の概要

未来講座は，本学学生がテーマごとに研究活動を行う「プロジェクト研究」とそれぞれの分

野で活躍されている研究者，技術者による「講演会」の2つを柱として開講されます。

1．テーマ：「未来へのアクセス」

2． グループ研究テーマ及びコーディネーター

「ビジネスのテクノロジーイノベーション」

（福田順子 教授，熊倉広司 講師，藥殿武 研究員）

「車の未来・環境へのアクセスおよび，健康な未来の生活」（深沢茂樹 教授）

「未来志向の歴史認識」 （飯倉章 助教授，姜竣研究員）
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「未来の暮らしと生活習慣」 （井上敏昭 講師，加藤朋江 講師）

「児童・教育・福祉の未来」 （増子勝義 助教授）

「身体とメディアの未来」 （野原仁 講師）

講 演

第1回 「日常生活にも役立つリスクマネージメント～航空事故の教訓から～」

講師：諸星廣夫氏（航空評論家）

3

第2回 「ゲームニクスが未来を変える～使いやすさ・人間起点の重要性～」

講師：サイトウアキヒロ氏（株式会社ダイス代表取締役／ディレクター）

第3回 「恋するコンピューター～情緒を工学する手法～」

講師：黒川伊保子氏（システムインテグレーション株式会社／
ビジネス・プロデューサー）
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JIU国際総合講座趣意書

城西国際大学長 水 田 宗 子

城西国際大学(JIU)の建学の精神は「学ぶことを通じての人間形成」にあり，教育理念は「国

際社会・情報化社会に生きる」有為の人材の育成にある。

城西国際大学はこの精神と理念を掲げて，平成4年4月，千葉県東金市に経営情報学部経営情

報学科，人文学部国際文化学科をもって発足した。以後4年間を経て平成8年3月には第1回卒

業生を社会に送り出し，同年4月には一層の発展を目指して人文学部に福祉文化学科，国際交流

学科の2学科を新設した。同時に人文科学研究科修士課程国際文化専攻，同女性学専攻も新設。

とりわけ女性学専攻は日本で最初の専攻として注目されている。

また，平成10年4月には，人文科学研究科博士課程比較文化専攻（比較文化分野，比較ジェン

ダー論分野)，経営情報学研究科起業マネジメント専攻を新設，大学院の整備充実を図るととも

に，留学生別科日本文化専修課程，同日本語専修課程を開設。平成11年4月には経営情報学部に

国際経営学科，福祉環境情報学科の2学科を新設，平成12年4月には経営情報学研究科起業マネ

ジメント専攻博士（後期）課程を開設。本年4月には経営情報学部にサービス経営システム学科，

人文学部にメディア文化学科，留学生別科ビジネス・情報専修課程を新設し，新時代の大学とし

て更なる発展へ向けて進んでいる。

JIU国際総合講座は，新学科および大学院の開設を契機として，本学の特色を表現するテーマ

に基づいて平成8年度から開設された。国際性・学際性豊かな，比較文化の観点を活かした講座

で，学部学生，特に新入生に新しい環境で新しく学問の息吹に触れさせ，知的好奇心の開発と勉

学意欲の喚起のために計画された講座である。講座Iは福祉・情報・ジェンダー・国際交流を，

講座Ⅱは日本文化をテーマとし，学外からそのテーマに造詣の深い特別講師を招いて講義を受け

る。

学生は，講義の前後にReading and Discussionの時間を設け，国際文化教育センター研究員

の指導によって討論等を行い，理解を深める。

本学は開学以来，立地する東金市をはじめ，広く地域社会への貢献を目指してエクステンショ

ン講座，公開講座および県民カレッジを実施してきた。このJIU国際総合講座も地域社会に向け

て公開され，生涯教育の一環として一般市民の来聴，討論等への参加を歓迎している。

なお，講座は金曜日の13：35～16：45に開かれる。
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JIU国際総合講座1．11

講座I(前期：金曜日Ⅲ限。Ⅳ限）

講座II(後期：金曜日111限。Ⅳ限）

JIU国際総合講座は，平成8年度から，経営情報学部経営情報学科，人文学部国際文化学科の

両学部に開講された。

本講座は，現代文化の構造を，歴史的なパースペクティブと比較の視点から分析することを通

して，今日の国際社会と文化の諸問題を，多角的かつ複合的にとらえ，理解する力を培うことを

目的とする。講座はIおよびI1で構成され,Iは，福祉，情報，ジェンダー，国際交流の各領域

における諸テーマを,11は，日本文化の領域における諸テーマを，以下により学ぶこととする。

a) 学内の講師および学外から招聰した特別講師による講義

b) 資料・史料の読解 c) ディスカッション

「成績評価」は，前期末および後期末のレポート提出，講義出席およびディスカッション参加

等を評価して行う。

【講座担当者】

学 長

副学長

経営情報学部長

人文学部長

教 務 部 長

学 生 部 長

経営情報学部経営情報学科長

〃 国際経営学科長

〃 福祉環境情報学科長

〃 サービス経営システム学科長

人 文 学 部国際文化学科長

〃 福祉文化学科長

〃 国際交流学科長

〃 メディア文化学科長

【実施委員】

教務部副部長 助教授 飯倉 章

教務部長補佐 講 師 渡邊 修朗

Reading & Discussion担当者については別に掲示する。
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平成13年度JIU国際総合講座前期日程

講座I(福祉・情報・ジェンダー・国際交流）

学習テーマ：「現代社会に生きる」

月 日

(曜日）
4限(15 : 15～16 :45)3限(13:35～15:05）

4月27日

（金）
4限目 オリエンテーション1

講座1

演題

講師

(国際交流）

ハンガリー・東欧・世界

糠沢 和夫 人文学部客員教授

（前ハンガリー共和国特命全権大使）

5月11日

（金）
2

5月18日

（金）
3 Reading and Discussion

講座2

演題

講師

(ジェンダー・福祉）

人生を変える経験-Jリーガーから車椅子バスケ

京谷 和幸

（シドニーパラリンピック車椅子バスケット日本代表選手）

5月25日

（金）
4

6月1日

（金）
5 Reading and Discussion

6月8日

（金）
6 Reading and Discussion

講座3

演題

講師

(情報）

起業家の条件と成長戦略

松田 修一（早稲田大学アジア太平洋研究センター教授）

6月15日

（金）
7

6月22日

（金）
8 Reading and Discussion

講座4（国際交流）

演題：開発途上世界の姿とこれからの世界

講師：薮田 仁一朗（国際開発センター理事長）

特別講座

演題：プロ意識とは？

講師：石毛 宏典（スポーツ解説者）

前期まとめ

Reading and Discussion

6月29日

（金）
9

6月30日

（金）
10

7月6日

（金）
11



IIU国際総合講座 69

平成13年度JIU国際総合講座後期日程

講座11(日本文化）

｢現代日本文化」

身の回りに無自覚的に存在するものを現代日本文化との枠組みで，文化の本質

に目を向けさせる。

学習テーマ

’
月 日

(曜日）
4限(15:15～16 : 45)3限(13:35～15 :05)

3限 オリエンテーション

Reading and Discussion

講座1（映画）

演題：日本の映画文化

講師：篠田 正浩（映画監督）

9月28日

（金）
1

10月5日

（金）
2

10月12日

（金）
Reading and Discussion3

10月19日

（金）
5

10月26日

（金）
6

講座2（アニメ）

11月9日

（金）
7

講師：藤本 由香里（筑摩書房編集者，評論家）

講座3（人形劇）
11月30B

（金）
演題：房総の英雄を訪ねて8

講師：伊東 万里子（劇団「貝の火」主宰）

12月7日

（金）
Readingand Discussion

- －－

Readingand Discussion

9

12月14日

（金）
10

講座4（民話）

1月''日｜
（金）

演題：方言のめぐみ，民話のぬくもり11

講師：萩生田 千津子氏（車イス女優）
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城西国際大学学則(抄）

第1章 目 的

第1条 城西国際大学（以下「本学」という｡）は，教育基本法並びに学校教育法の定めるとこ

ろに従い，広い分野の知識と深い専門の学術を教授研究し，知的，道徳的能力の酒養をはかり，

もって国家社会に貢献し得る人材を養成するとともに，人類文化の発展に寄与することを目的
とする。

第2章 学部及び学科

第2条 本学に経営情報学部・人文学部を置く。

2 前項の学部に次の学科を置く。

経営情報学部 経営情報学科

国際経営学科

福祉環境情報学科

サービス経営システム学科

人 文 学 部 国際文化学科

福祉文化学科

国際交流学科

メディア文化学科

第3章 修業年限及び収容定員

第3条 本学の修業年限は4年とし，在学年数は8年を超えることができない。

第4条 本学各学部の収容定員は次のとおりとする。

「
編入学定員
(第3年次）

学 部 学 科 入学定員 収容定員

経営情報学科

国際経営学科

福祉環境情報学科

サービス経営システム学科

名
名
名
名

０
０

０
０

８
８

８
８

１
１

１
１

720名

740名

740名

740名

10名

10名

10名

経営情報学部

一 一

国際文化学科

福祉文化学科

国際交流学科

メディア文化学科

180名

180名

180名

180名

720名

740名

740名

740名

一
名
名
名

０
０
０

１
１
１

人 文 学 部

’
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第4章 職員組織

第5条 本学に次の職員を置く。

学 長

副 学 長

教 授

助 教 授

講 師

助 手

事務局長

事務職員

技術職員

2 前項の外に必要に応じて他の職員を置くことができる。

3 職員に関する規定は別に定める。

第5章 教 授 会

第6条 各学部に教授会を置き，それぞれ所属の専任教授をもって組織する。

2 学部長は，学部教授会を招集してその議長となる。

ただし，学部長に事故があるときは，学部長が予め指名した者が議長を代行する。

3 学部教授会が必要と認めたときは，所属学部の助教授及びその他の職員を教授会に加えるこ

とができる。

4 学部教授会構成員の3分の1以上の要求があったとき，学部長は当該学部教授会を招集しな

ければならない。

5 学部教授会運営に関する規定は，各学部において別に定める。

第7条 教授会は，次に掲げる事項を審議する。

（1）教育及び研究に関すること。

（2）教育課程及び授業に関すること。

（3）学生の入学及び退学に関すること。

（4）学生の試験及び卒業に関すること。

（5）学生の補導及び賞罰に関すること。

（6）教授，助教授，講師及び助手の候補者の推薦並びに退職に関すること。

（7）その他学長の諮問に関すること。

第6章 学年・学期及び休業日

第8条 学年は，4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

第9条 学年は，次の2学期とする。

前学期 4月1日から9月30日まで

後学期 10月1日から翌年3月31日まで

2 前項の規定により年間の授業日数は，原則として定期試験等の日数を含む35週とする。
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第10条 休業日は，次のとおりとする。

（1）日 曜 日

（2）国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

（3）創立記念日 4月28日

（4）春期休業 3月21日から4月10日まで

（5）夏期休業 7月11日から9月10日まで

（6）冬期休業12月21日から翌年1月10日まで

2 学長は必要により前項第4号から第6号までの休業日を変更し，あるいは臨時に休業し，又

は休業日に実験・実習・演習等を課することができる。

第7章 授業科目及び単位

第11条 授業科目は，学科共通科目群・専門基礎科目群・専門科目群・特設科目群・自由科目群

及び教職に関する専門教育科目とする。

第12条 前条の科目は，必修・選択及び自由科目の3種とし，講義・演習・講読・実験及び実習

により行う。

第13条 各授業科目の単位数は，1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学

修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。

（1）講義及び演習については，15時間から30時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもっ

て1単位とする。

（2）実験，実習及び実技については,30時間から45時間までの範囲で大学が定める時間の授業

をもって1単位とする。

2 前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究，卒業製作等の授業科目については，これら

の学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な学

修等を考慮して，単位数を定めることができる。

第14条 各学部において開設する授業科目及び単位数は，別表(2)のとおりとする。

第8章 履修規定

第15条 削除

第16条 削除

第17条 削除

第18条 削除

第19条 削除

第20条 学科共通科目群・専門基礎科目群・専門科目群及び特設科目群の中より，各学部・学科

所定の授業科目及び所定の単位以上を履修しなければならない。

2 他の学部又は他の学科の授業科目は，許可を得て履修することができる。

第21条 履修する授業科目は，毎学期所定の期間に登録しなければならない。

第22条 単位の認定は，試験によって行う。
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ただし，授業科目の種類によっては，他の方法によることができる。

第23条 試験は，定期試験及び臨時試験とし，定期試験は学期末又は学年末に行う。

第24条 いずれの授業科目も，授業時数の3分の1以上欠席した場合には，当該授業科目の受験

資格を失う。

ただし，病気又は正当な理由による長期欠席の場合には，特に考慮されることがある。

なお，この場合には別に定める追試験を受けることができる。

第25条 各授業科目の成績評価は,A・B。C・Fで表わし,A・B。Cを合格とし,Fは不合

格とする。

第9章 卒業及び学位

第26条 卒業資格を得るためには，本学に4年以上在学し，学部・学科の定める授業科目のなか

から，経営情報学部は124単位以上，人文学部は126単位以上修得しなければならない。

ただし，自由科目の単位は，卒業に必要な単位数には算入されない。

第27条 削除

第28条 卒業資格を得た者には，卒業証書を授与する。

経営情報学部 経 営 情 報 学 科 学士（経営情報）

国 際 経 営 学 科 学士（経営情報）

福 祉 環 境 情 報 学 科 学士（経営情報）

サービス経営システム学科 学士（経営情報）

人 文 学 部 国 際 文 化 学 科 学士（国際文化）

福 祉 文 化 学 科 学士（福祉文化）

国 際 交 流 学 科 学士（国際交流）

メ デ ィ ア 文 化 学 科 学士（メディア文化）

2 学位の授与については，本学学位規程に定めるところによる。

第10章 入学・編入学・転入学・留学・休学及び退学

第29条 入学の時期は，学期の始めとする。

第30条 学部に入学することのできる者は，次の各号の’に該当し，かつ本学が行う選抜試験に

合格した者とする。

1 高等学校を卒業した者

2 通常の課程による12年の学校教育を修了した者

3 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第69条の規定により，高等学校を卒業した

者と同等以上の学力があると認められる者

すなわち

（1）外国において，学校教育における12年の課程を修了した者，又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定した者

（2）文部科学大臣が高等学校の課程と同当の課程を有するものとして認定した在外教育施設

の当該課程を修了した者
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（3）文部科学大臣の指定した者

（4）大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部科学大臣の行う大学入学

資格検定に合格した者

（5）その他大学において，相当の年令に達し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力力Xあ

ると認めた者

第31条 入学を志願する者は，本学所定の手続によって願い出るものとする。

第32条 入学を許可された者は，誓約書を添え，所定の期日までに入学手続を完了しなければな

らない。

第33条 他の大学から本学に編・転入学，又は学内において転部もしくは転科を希望する者は，

その学部に欠員のある場合選考によって許可することがある。

ただし，その時期は，学年の始めを原則とする。

2 他の大学へ転学を希望する者は，所属学部長に転学願を提出し，学長の許可を得なければな

らない。

第34条 編入学又は転入学を許可された者の本学入学のための諸手続は，第32条の規定に準じて

行い，かつ前大学において履修した単位の修得証明書を提出しなければならない。

第35条 編・転入学，又は転部した者は，その学部に2年以上在学しなければ卒業することはで

きない。

2 編・転入学，又は転部に関して，本章各条に規定しない事項については別に定める細則によ

る。

第36条の1 教育上有益と認められるときは，本学が協定，又は認定した外国の大学の授業科目

を履修することを許可することができる。

2 前項の規定により修得した単位は,30単位を超えない範囲で本学において修得したものとみ

なすことができる。

3 前2項の規定の実施に関し必要な事項は別に定める。

第36条の2 教育上有益と認められるときは，学生が本学に入学する前に，他の大学又は短期大

学および短期大学・高等専門学校の専攻科において履修した授業科目について修得した単位を，

本学に入学した後における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

2 教育上有益と認められるときは，前項の規定以外に文部大臣の定める学修をおこなった場合，

その成果を本学における授業科目の履修とみなすことができる。

3 前2項の規定により履修した授業科目について修得した単位は，30単位を超えない範囲で本

学において修得したものとみなすことができる。ただし，編入学，転学等の場合については適

用しないものとする。

第37条 病気その他やむをえない事情により，引きつづき3か月以上出席することのできない者

は，その事由を証明する書類を添え，保証人連署のうえ学長に願い出て，その許可を得て休学

することができる。

ただし，休学期間は1年以内とし，更に休学を要する者は，前項により許可を得て1年以内
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に限り休学することができる。

2 休学期間の通算年限は2年とする。

第38条 休学者は，原則として学期又は学年の始めでなければ，復学することができない。

第39条 休学期間は，在学年数に算入しない。

第40条 病気その他やむをえない事情により，退学しようとする者は，その事由を証明する書類

を添え，保証人連署のうえ学長に退学願を提出して，許可を受けなければならない。

第41条 正当な事由で退学した者が当該学部に再入学を志望したときは，選考のうえ許可するこ

とがある。

この場合は，既修授業科目の全部又は一部について，再履修を命ずることがある。

第11章 入学検定料・入学金及び授業料等

第42条 入学を志望する者は，第31条に定める手続とともに別表(1)の入学検定料を納めなければ

ならない。

第43条 入学を許可された者は，第32条に定める手続とともに別表(1)の入学金及び授業料ならび

に施設設備費を納めなければならない。

第44条 授業料は，別表(1)により4月及び10月の二期に分けて納めなければならない。

2 施設設備費は，別表(1)により指定された期日までに納めなければならない。

第45条 一度納めた学費は，事由の如何にかかわらず返還しない。

第46条 停学を命じられた者は，停学期間中の授業料及び施設設備費は納めなければならない。

2 休学を許可された者は，休学期間中の授業料及び施設設備費の半額を免除する。

第47条 授業料及び施設設備費の納入を怠り，督促を受けてもなお納めない者は除籍する。

第12章 委託生･外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生

第48条 国又は公共団体から，一定の在学期間と履修科目とを定めて入学を委託された者は，選

考のうえ委託生として入学を許可することがある。

第49条 委託生の入学資格は，第30条の規定を準用する。

第50条 委託生として4年以上在学して，学部学科の教育課程に従って授業科目を履修し，所定

の単位を修得した者には卒業証書を授与する。

第51条 委託生の授業料その他納付金は別表(1)による。

第52条 外国人学生の入学及び転入学については，日本人学生に関する規定を準用する。

ただし，講義を理解し得る程度の日本語の能力を必要とする。

第53条 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生に関して，本章各条に規定しない事項

については，学部学生に関する規定を準用するほか，別に定める細則による。

第13章 科目等履修生

第54条 学部の授業科目のうちの1科目，又は数科目の履修を希望する者に対しては，科目等履

修生として入学を許可することがある。

第55条 科目等履修生として入学できる者は，履修するに足る能力があると認められた者とする。

第56条 科目等履修生として入学を志願する者は，所定の出願書類に履修しようとする授業科目
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を記載して，学期又は学年の始めに願い出るものとする。

第57条 科目等履修生は，履修した授業科目について試験を受けることができる。

2 前項の試験に合格した者には，その授業科目所定の単位を与える。

3 科目等履修生として在籍した期間は，正規の課程の在学年数に換算しない。

第58条 科目等履修生の授業料その他納付金は，別表(1)による。

第59条 科目等履修生に関して本章各条に規定しない事項については，学部学生に関する規定を

準用するほか，別に定める細則による。

第14章 研 究 生

第60条 各学部において，特殊な研究に従事しようとする者に対しては，研究生として入学を許

可することがある。

第61条 研究生として入学することのできる者は，その学部において，選考のうえ適当と認めら

れる者とする。

第62条 研究生として入学を志願する者は，所定の出願書類に，研究題目．研究計画を記載して

願い出るものとする。

第63条 研究生の在学年限は1年とする。

ただし，事情によっては，期間の延長を願い出ることができる。

第64条 研究生は，指導教員の指導に従って，研究に従事するものとする。

2 研究生は，指導教員及び担任教員の承諾を得て，学部の講義・実験及び演習に出席すること

ができる。

3 研究生として相当の成績を示したと認められる者には，研究証明書を与える。

第65条 研究生の授業料その他納付金は，別表(1)による。

第66条 研究生に関して本章各条に規定しない事項については，学部学生に関する規定を準用す

るほか，別に定める細則による。

第15章 賞 罰

第67条 次の各号の1に該当する学生は，教授会の議を経て学長が表彰することがある。

（1）品行・学力ともに優秀な者

（2）篤行のあった者

第68条 学則その他，本学の定める諸規則を守らず，学生の本分に反する行為のあった者は，教

授会の議を経て学長が懲戒する。

2 懲戒は訓告・停学及び退学とする。

第69条 次の各号の1に該当する者は，退学を命ずることがある。

（1）性行不良で，改善の見込みがないと認められた者

（2）学業を怠り，成業の見込みがないと認められた者

（3）正当な理由がなく，出席常でない者

（4）本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者
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第16章 教育職員免許状取得のための課程

第70条 本学に教育職員免許状取得のための課程（以下「教職課程」という｡）を置く。

2 本学において資格の取得できる教育職員免許状の種類及び免許教科は，別表（3の1)のと

おりとする。

3 教員の資格を得ようとする者は，第14条別表(2)に定める，教科に関する専門教育科目のほか

に教職に関する専門教育科目を履修しなければならない。

4 教職に関する専門教育科目及び単位数は，別表（3の2）のとおりとする。

5 前項の専門教育科目は自由科目とし，卒業に必要な単位数に加えない。

6 教職課程履修細則及び教職課程の運営に関する細則は，別に定める。

第17章 学芸員の資格取得に関する課程

第71条 本学に学芸員の資格取得に関する課程（以下「学芸員課程」という｡）を置く。

2 学芸員課程履修細則及び学芸員課程の運営に関する細則は，別に定める。

第18章 留学生別科

第72条 本学に留学生別科を置く。

2 前項に次の課程を設け，学生定員は次のとおりとする。

日本文 化専修課程 30名

日 本 語 専 修 課 程 40名

ビジネス・情報専修課程 30名

3 留学生別科に関する細則は，別に定める。

第19章 図 書 館

第73条 本学に図書館を置く。

2 図書館の管理運営，その他必要な事項は別に定める。

第20章 公開講座

第74条 本学に公開講座を開設することがある。

2 公開講座に関する規程は別に定める。

第21章 雑 則

第75条 この学則に特別の定めがあるものを除くほか，この学則の実施の手続その他，

について必要な細則は別に定める。

第22章 改 正

第76条 この学則の改正は，理事会の議を経て理事長が行う。

付 則 本学則は，平成4年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成5年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成6年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成7年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成8年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成9年4月1日から施行する。

その執行
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この改正は，平成10年4月1日から施行する。

この改正は，平成11年4月1日から施行する。

この改正は，平成11年9月1日から施行する。

この改正は，平成12年4月1日から施行する。

この改正は，平成13年4月1日から施行する。

この改正は，平成14年4月1日から施行する。
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別表(1) 入学検定料・入学金及び授業料等

科 目 等 履 修 生学生種別
研 究 生学 部 学 生

（委託生を含む）学 納 金 本 学 卒 業 生 本学卒業生以外

円
5, 000

円
35, 000

300,000

770, 000

円
15, 000

100, 000

270, 000

円
25, 000入 学 検 定 料

入 学 金

授 業 料 1単位に付
10, 000

（各学部共）

1単位に付
10, 000

（各学部共）

在
施

籍 料

設 備 費

30, 000 30, 000

初 年 度360, 000

次年度以降260, 000

設 120, 000

(注)1.日本国外から志望する外国人留学生については，入学検定料を減額することがで

きる。

2． 入学試験区分ごとに併願を希望する者には，入学検定料を減額することがある。

3． 委託生の入学金及び授業料は，予定在学期間及び履修授業科目数等により減額す

ることがある。

4．研究生のうち本学卒業生については，入学金を免除し，授業料も減額することが

ある。

5．研究生には，研究内容等により必要経費を別途負担させることがある。

6． 施設設備費は，下記のとおり納入するものとする。

初 年 度 入学手続時及び後期(10月）に分納

次年度以降 前期（4月）



城西国際大学大学院学則

城西国際大学大学院学則



82

城西国際大学大学院学則

第1章 総 則

第1条 城西国際大学大学院（以下「本大学院」という｡」は，学術の理論及び応用を教授研究

し，その深奥を深めて文化の進展に寄与することを目的とする。

第2条 本大学院に修士課程及び博士後期課程を置く。

2 修士課程は，広い視野に立って精深な学識を授け，高度の専門性を要する職業等に必要な高

度の能力及び専攻分野における研究能力を養うものとする。

3 博士後期課程は，専攻分野において研究者として自立し，研究活動を行うに必要な高度の研

究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うものとする。

第3条 本大学院の修士課程の修業年限は2年，博士後期課程の修業年限は3年とする。

2 本大学院における最長在学年は，修士課程にあっては4年，博士後期課程にあっては6年と

する。

第4条 本大学院は，次の表に掲げる研究科，専攻を置く。

専 攻 名研 究 科 名 課程の別

国 際 文 化 専 攻

女 性 学 専 攻
修 士 課 程

人文科学研究科 福 祉 社 会 専 攻

国際アドミニストレー
ション専攻

比 較 文 化 専 攻 博士後期課程

起業マネジメント専攻 修 士 課 程
経営情報学研究科

起業マネジメント専攻 博士後期課程

第5条 本大学院の入学定員及び収容定員は，次の表のとおりとする。

入学定員 収容定員研 究 科 名 専 攻 名

国 際 文 化 専 攻 15名 30名

女 性 学 専 攻 15名 30名
人文科学研究科

福 祉 社 会 専 攻 25名 50名

国際アドミニストレー
ション専攻

25名 50名

比 較 文 化 専 攻 6名 18名

起業マネジメント専攻 20名 40名
経営情報学研究科

起業マネジメント専攻 6名 18名
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第2章 教員組織及び運営機構

第6条 本大学院の教員には，本学の教授，助教授又は講師をあてる。

第7条 本大学院に研究科委員会を置き，所属教授をもって組織する。ただし，必要があるとき

は助教授及び講師を加えることができる。

2 研究科委員会の委員長は，研究科長がこれにあたり，委員会を招集し，その議長となる。

3 研究科委員会は，次の事項を審議する。

（1）研究科の教育課程に関する事項

（2）学生の入学，休学，退学，転学，留学等に関する事項

（3）学生の研究指導，試験及び学位の授与に関する事項

（4）教育職員の資格審査に関する事項

（5）学生の賞罰に関する事項

（6）その他研究科に関する事項

第8条 本大学院に大学院委員会を置き，学長，副学長，各研究科長及び各研究科委員会から選

ばれた2名ずつの委員をもって組織する。

2 大学院委員会の委員の任期は2年とする。ただし，再任を妨げない。

3 大学院委員会の委員長は，学長がこれにあたり，委員会を招集しその議長となる。

4 大学院委員会は，課程修了の認定，学位授与，その他各研究科に共通する重要な事項を審議

する。

第9条 本大学院に関する事務は，本大学の事務組織がこれに当たる。

第3章 学年，学期及び休業日

第10条 学年，学期及び休業日は，城西国際大学学則（以下「本学学則」という｡）を準用する。

第4章 入学，休学，退学，転学，留学及び除籍等

第11条 本大学院修士課程の入学資格は，学校教育法第57条第2項又は第67条本文の規定により，

大学の専攻科又は大学院への入学に関し大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められ

る者は，次の各号の一に該当する者とする。

ただし，第4項については，大学院への入学に係るものに限る。

1 学校教育法第68条の2第3項の規定より学士の学位を授与された者

2 外国において，学校教育における16年の課程を修了した者

3 文部科学大臣の指定した者

4 大学に3年以上在学し，又は外国において学校教育における15年の課程を修了し，大学院

において，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

5 その他大学の専攻科又は大学院において，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者
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第12条 本大学院博士後期課程の入学資格は，学校教育法第67条ただし書の規定により，大学院

への入学に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められる者は，次の各号の

一に該当する者とする。

1 修士の学位を有する者

2 外国において修士の学位に相当する学位を授与された者

3 文部科学大臣の指定した者

4 その他大学院において，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

第13条 入学の時期は，毎学期の始めとする。

第14条 入学志願者は，定められた期日内に所定の書類に入学検定料を添えて願い出なければな

らない。

第15条 入学志願者に対しては，別に定めるところにより，選考を行う。

第16条 前条による選考に合格したものは，所定の期日までに所定の手続きを完了しなければな

らない。

第17条 他の大学院に在学する者で，本大学院に転入学を志願する者に対しては，欠員のある場

合に限り，研究科委員会の議を経て選考の上許可することがある。

2 前項の規定により転入学を志願するときは，在籍する大学院の学長又は研究科長の許可書を

願書に添付しなければならない。

3 本学大学院の学生が他大学の大学院に転学を志願する場合は，あらかじめ学長の許可を得な

ければならない。

第18条 休学，退学，転学，留学及び除籍等については，本学学則を準用する。

第5章 授業科目，単位数及び履修方法

第19条 本大学院の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「指導」

という｡）によって行うものとする。

第20条 本大学院研究科の授業科目及び単位数は，別表(2)のとおりとする。

第21条 研究科委員会は，学生の履修を指導するために各学年ごとに指導教員を定めるものとす

る。

第22条 学生は，指導教員の指示により，履修しようとする授業科目を毎学期の始めに研究科長

に届出なければならない。

第23条 研究科において，指導教員が教育研究上有益と認めるときは，他大学の大学院（外国の

大学の大学院，若しくはそれに準ずる高等教育研究機関を含む）の授業科目を履修させること

ができる。

2 前項の規定により履修した授業科目の単位は10単位を越えない範囲で，本大学院において修

得したものとみなすことができる。
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第6章 課程修了及び学位

第24条 履修科目の単位修得の認定は，試験により担当教員が行うものとする。

2 前項の試験の結果による成績の評価は，優・良・可・不可とし，優・良・可を合格，不可を

不合格とし，合格した授業科目については，単位を与える。

第25条 修士課程の修了要件は，同課程に2年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な研

究指導を受けた上，本学学位規定の定める修士論文の審査及び最終試験に合格することとする。

ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者については，大学院に1年以上在学す

れば足りるものとする。

前項の場合において，当該修士課程の目的に応じ適当と認められるときは，特定の課題につ

いての研究成果の審査をもって修士論文の審査に代えることができる。

第26条 博士後期課程の修了要件は，同課程に3年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な

研究指導を受けた上，本学学位規定の定める博士論文の審査及び最終試験に合格することする。

第27条本大学院の課程を修了した者には,次の学位を授与する。

’
学 位課 程

,専 攻一堂
|国際文化専攻

研 究 科 名

修士(国際文化）修 士 課 程

修 士 課 程 修士(女 性 学）女 性 学 専 攻

人文科学研究科
修士(福士社会）修 士 課 程福祉社会専攻

国際アドミニスト
レーション専攻

修士（国際アドミ
ニストレーション）修 士 課 程

博士(比較文化）博士後期課程

修 士 課 程

比較文化専攻

起業マネジメント
専攻

修士(経 営 学）

経営情報学研究科

’
起業マネジメント

専攻
博士(経 営 学）博士後期課程

2 学位の授与については，本学学位規定の定めるところによる。

第7章 入学検定料 入学金及び授業料等

第28条 入学検定料は別表(1)とする。

第29条 入学を許可された者は，所定の期日までに在学誓約書とともに，入学金として別表(1)に

より納めなければならない。ただし，本大学卒業生が入学する場合は免除する。

第30条 授業料は，別表(1)により4月及び10月の二期に分けて指定の期日までに納めなければな

らない。

2 施設設備費は，別表(1)により毎年前期授業料と同時に納めなければならない。

3 修士課程に2年以上在学し，所定の単位を修得した者が，論文審査及び最終試験のみをのこ

した場合は，授業料及び施設設備費を減額することができる。
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第8章 外国人学生，外国人特別留学生

第31条 第11条に定める資格をもち，かつ外国公館の証明のある外国人学生に対しては，第15条

の規定にかかわらず，特別の選考を経て入学を許可することがある。

2 本大学院と協定のある外国の大学から派遣され，本大学院の授業科目を履修しようとする者

は，審議の上，外国人特別留学生として入学を許可することがある。

3 本学則は，前2項の外国人学生，外国人特別留学生にも準用する。

第9章 研究生及び委託研究生

第32条 本大学院を修了した者で，更に研究を継続しようとする者及び特殊な研究に従事しよう

とする者があるときは，研究科委員会で選考の上，これを許可することがある。

第33条 大学院研究生は，指導教員の個人指導を受けるものとする。

第34条 大学院研究生の在学期間は，1年を限度とする。ただし，事情により期間延長を願い出
ることができる。

第35条 大学院研究生の入学検定料，授業料その他納付金は，別表(1)による。

第36条 国立，公立又は私立学校等の教職員等の所属機関の長から，その所属教職員等の研究指

導の委託の依頼があった場合は審議の上，委託研究生として受け入れを許可することがある。

第37条 委託研究生の入学資格は，第11条の規定を準用する。

第38条 委託研究生の授業料その他の納付金は，別表(1)による。

第39条 本章各条に規定しない事項については，大学院学則を，研究生・委託生にも準用する。

第10章 科目等履修生及び特別聴講生

第40条 本大学院の授業科目うち，1科目又は数科目の履修を希望する者がある場合は，審査の

上，科目等履修生として入学を許可することがある。

第41条 本大学院と協定のある他大学大学院の学生で，本大学院の授業科目を履修しようとする

者は，特別聴講生として聴講を許可することがある。

第42条 科目等履修生の入学検定料，授業料その他納付金は，別表(1)による。

第43条 特別聴講生の入学検定料，授業料その他納付金は，別表(1)による。

第11章 教育職員免許状取得のための謡呈

第44条 本大学院の研究科において取得できる，中学校教諭専修免許状及び高等学校教諭専修免

許状の免許教科の種類は，次の表のとおりとする。
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■一一一一 一

免許教科の種類’
究科名・専攻名

｜国 語

｜地理歴史

|英 語

嘉一’国 語

社 会

英 語
国 際 文 化 専 攻

’

人文科学研究科

女 性 学 専 攻
､------ﾆｰﾆｰｰ

起業マネジメント専攻

r-

ヤ

卜 ｜
経営情報学研究科 1－－ ■’

■■■■

第12章 賞 罰

第45条 学生の賞罰については，本学の学則を準用する。

第13章 雑 則

第46条 この学則に定めるもののほか，本大学院生に関し必要な事項は，本学学則の規定を準用
する。

2 本学学則をこの学則に準用する場合は，「学部」を「研究科」と，又「教授会」を「研究科
委員会」と読み替えるものとする。

第14章 改 正

第47条 この学則の改正は，理事会の識を経て理事長が行う。
付 則 本大学院学則は，平成8年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成9年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成10年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成11年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成11年9月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成12年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成13年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成14年4月1日から施行する。
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別表(1)

入学検定料・入学金及び授業料等

科目等履修生

(特別聴講生含む）

大 学 院 生

(委託研究生含む）

種 別
研 究 生

学 納 金

円
35, 000

円
35, 000

300, 000

70, 000

円
35, 000

300, 000

550, 000

550, 000

800, 000

入 学 検 定 料

入 学 金

授 業 料

（1）通 常 の 課程

（2）修士課程1年修
了コース

在 籍 料

施 設 設 備 費

(1)人文科学研究科

(2)経営情報学研究科

1単位に付

10，000

30, 000

100, 000

150, 000

(注）1． 研究生のうち本学卒業生については，入学金・授業料を減額することがある。

2．研究生（委託研究生含む）には，研究内容等により必要経費を別途負担さ

せることがある。

3． 修士課程1年修了コースの入学者については，入学金を減額することがある。
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別表(2) 授 業 科 目 及 び 単 位 数

1． 人文科学研究科 国際文化専攻 修士課程

単 位 数
備 考授 業 科 目

必 修 選 択

日 本 文 化 分 野

日本文化研究I(歴史・近代）

日本文化研究11(文学・近代）

日本文化研究ⅡI(言語・近代）
日本文化特別講義I(古 代 史）

日本文化特別講義11(古典文学）
日本文化特別講義Ⅲ（古 代 語）

日本文化演習IA(歴 史）

日本文化演習IB(歴 史）
日本文化演習I1 (文 学）
日本文化演習Ⅲ （言 語）
アメリカ文化分野

アメリカ文化研究I(歴 史）

アメリカ文化研究II(文 学）

アメリカ文化研究Ⅲ（言 語）

アメリカ文化特別講義I(文化摩擦）

アメリカ文化特別講義II(映像文化）

アメリカ文化特別講義111 (アメリカ思想）

アメリカ文化特別講義Ⅳ（美 術）
アメリカ文化演習I(歴 史）
アメリカ文化演習11(文 学）

アメリカ文化演習111 (言 語）

比 較 文 化 分 野

比較文化研究I(比較文化史：アジア）

比較文化研究I1(比較文学）

比較文化研究111 (対照言語学）
比較文化研究Ⅳ（比較考古学）

比較文化特別講義I(比較文化史：西欧）
比較文化特別講義I1(日本･アジア比較文化）
比較文化特別講義111 (比較文化：ラテンアメ

リカと西洋・アジア）

比較文化特別講義Ⅳ（比較文化史：東アジア）

比較文化特別講義V(比較地域社会）

比較文化特別講義Ⅵ（建築文化論）
比較文化演習I(比較文化史：アジア）
比較文化演習II(比較文学）

比較文化演習III (対照言語学）
比較文化演習Ⅳ（比較考古学）
比較文化演習V(比較文化史：東アジア）
分野共通科目（コミュニケーション）
英語コミュニケーションI(口頭発表法）
英語コミュニケーション11(論文作成法）
英語コミュニケーションI11 (討 論 法）

(1)｢日本文化分野」「アメ

リカ文化分野｣｢比較文
化分野」のいずれかを

主たる研究分野とし，
その分野より講義3科

目12単位以上また2年

間にわたり演習1科目
8単位を選択必修。

４
４
４
４
４
４
８
８
８
８

４
４
４
４
４
４
８
８
８
８

(2)他分野・他専攻の講義

・演習科目または他研

究科の講義科目より，

3科目12単位以上選択

必修。

計32単位以上を修得

し，かつ修士論文を提
出し審査に合格するこ
と。

４
４
４
４
４
４
４
８
８
８

４
４
４
４
４
４
４
８
８
８

比

４
４
４
４
４
４
４

４
４
４
４
４
４
４

４
４
２
８
８
８
８
８

４
４
２
８
８
８
８
８

４
４
４

４
４
４

計 198
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2． 人文科学研究科 女性学専攻 修士課程

単 位 数
…涙

備 考授 業 科 目

基 礎 論
生学基礎論I(理論と方法）

篝菱潅零M(総ﾗ総鶴ｴﾝﾀｰ蝋評）
生学概論I
生学概論1I
ングー文化論
生学研:究I(ｼｪﾝﾀｰと文化A:ﾌｪﾐﾆｽﾄ鑑と識映画）
生学研:究Ⅱ(ｼｪﾝﾀｰと文化B:比赦学）
生学研究Ⅲ(ｼｪﾝﾀｰと文化C:近代日紋学と雄の表珊
生学研:究Ⅳ(ｼｪﾝﾀｰ故化D:ﾏｲﾉﾘﾃｨ雄の蝉）
生学研:究V(ジェンダーと文化E:文化批評）

(1)「ジェンダー文化論」
「ジェンダー社会論」
より、8単位論」以上
選択必修。

(2)「ジェンダー論特別講
義」「資料講読」より
6単位以上選択必修。

(3)｢コミュニケーション」
「研修・演習」より4
単位以上選択必修。

(4)「演習」より、2年間
にわたり6単位以上選
択必修。

(5)他専攻の講義・演習科
目または他研究科の講
義科目より，2単位以
上選択必修。
計32単位以上を修得
し，かつ修士論文を提
出し審査に合格するこ
と。

女'生学基礎論I(理論と方法）

難篝潅零M総ﾗ総鏡ｴﾝﾀｰ蝋評）
女'生学概論I
女'生学概論1I
エンダー文化論
女性学研究I(ｼｪﾝﾀｰ故化A:ﾌｪﾐﾆｽﾄ鑑と識映画）
女性学研究Ⅱ(ｼｪﾝﾀｰﾋ文化B:比諏学）
女性学研究Ⅲ(ｼｪﾝﾀｰと文化C:近代日赦学と雄0表卿
女性学研究Ⅳ(ｼｪﾝﾀｰ故化D:ﾏｲﾉﾘﾃｨ鮒の蝉）
女性学研究V(ジェンダーと文化E:文化批評）
女性学研究Ⅵ(ｼｪﾝﾀｰ故{上F:ﾌｪﾐﾆｽﾄ鴫と鰈）
エンダー社会論
女性学研究Ⅶ(ジェンダーと社会A:家族と政策）
女性学研究Ⅷ(ジェンダーと社会B:女性と労働）
女性学研究Ⅸ(ジェンダーと社会C:開発と女性）
女性学研究X(ジェンダーと社会D:女性と人口問題
女性学研究Ⅲ(ｼｪﾝﾀｰと鵬E:ジェンダーヒ福祉社会）
女性学研究皿(ｼｪﾝﾀｰと齢F:舟紬会と繼職）
エンダー論特別講義
女性学特別講義I(フェミニスト思想）

灘鵜翻
女性学特別講義11(
女性学特別講義Ⅲ（
女性学特別講義Ⅳ（
女性学特別講義v(ジェンダーとメディア①）
女性学特別講義Ⅵ（ジェンダーとメディア⑨
女性学特別講義Ⅶ（ジェンダーと国家）

籍鵜溌聡勤
女性学英文資料講読I(文 学）
女性学英文資料号講読11(比較文化）
女性学英文資料講読IⅡ（英語文化記号論）

雛菫譲謝蕊W(難蕊皇縦と癖）

騨譲譲蔭鍵
女‘
女’
女‘
女‘
ミュニケーション

英語コミュニケーションI(口頭発表法）
英語コミュニケーション11(論文作成法）
英語コミュニケーション111 (討 論 法）
日本語コミュニケーションI(口頭発表法）
日本語コミュニケーション11(上級文章作成法）
日本語コミュニケーション11I (討論法）
修 ・ 演 習

女性学インターンシップ
マルチメディア演習

習
女’生学演習I(文化A:フェミニズム批評）
女｜生学演習11(文化B:ﾌｪﾐﾆｽﾄ美徹と僻における瀞）

妻鐸蕊W腓8着瀧ｾｼｪﾝﾀｰ）
女‘生学演習V(社会A:家族と政策）
女‘生学演習Ⅵ（社会B:女性と労働）
女性学演習Ⅶ（社会C:開発と女性）
女‘生学演習Ⅷ（社会D:アジアと人口問題）
女'生学演習Ⅸ（社会E:ジェンダーと国家）
女‘生学演習X(社会F:社会福祉）

２
２
２

２
２

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

４
４
４
４
４
２
２
２
２

４
４
４
２
２
２

２
２

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

ジ

ジ

）

ジ

資

．

研
演

計 6 160
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3． 人文科学研究科 福祉社会専攻 修士課程

単 位 数
授 業 科 目 備 考

必 修 選 択

基礎科目群

福祉社会研究I(社会福祉制度・政策）

福祉社会研究I1(福祉コミュニティ）

福祉社会研究111 (ソーシャルワーク研究）

福祉社会研究Ⅳ（国際福祉文化研究）

特別科目群

地域社会の子ども・家族

障害者とコミュニティ

高齢者の生活の質研究

ジェンダーと福祉

家族と社会政策

異民族・異文化社会研究

マイノリティとノーマライゼーション

ソーシャル・インクルージョン

ソーシャルワーク教育

ソーシャルワークと貧困問題

ソーシャルワークと権利擁護

国際社会福祉調査・研究

社会福祉調査・研究I(理論）

社会福祉調査・研究11(事例研究）

NPOマネジメント

NGOと国際ボランティア

福祉ネットワークとIT

演習・インターンシップ

福祉社会演習I(社会福祉制度・政策）

福祉社会演習11(福祉コミュニティ）

福祉社会演習Ⅲ（ソーシャルワーク研究）

福祉社会演習Ⅳ（国際福祉文化研究）

インターンシップ

４
４

４
４

２
２
２

２
２

２
２
２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２
２

２

2

計 2 58
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4． 人文科学研究科 国際アドミニストレーション専攻 修士課程

単 位 数
考備授 業 科 目

必 修 選 択

基 礎 論

国際アドミニストレーション基礎論I

国際アドミニストレーション基礎論11

国際アドミニストレーション基礎論Ⅲ

研 究

国際交流・協力研究I(国際協力）

国際交流・協力研究11(グローバル経済）

国際交流・協力研究111 (国際政治）

国際交流・協力研究Ⅳ（国際法）

グローバル問題研究I(エネルギー）

グローバル問題研究11(エコロジー）

グローバル問題研究ⅡI(民族問題）

グローバル問題研究Ⅳ（ジェンダー）

グローバル問題研究V(人口）

国際コミュニケーション研究I(国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

国際コミュニケーション研究11(国際ｼｬｰﾅﾘｽﾑ）

国際コミュニケーション研究II(国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ熟）

国際コミュニケーション研究Ⅳ旧中ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ鶏）

事 例 研 究

社会セクター･マネジメントI(組織設立･運営･管理）

社会セクター｡マネジメント11(ｾｸﾀｰ間協力‘連携）

プロジェクト・マネジメン|､I(プロジェクト形成'管理）

プロジェクト・マネジメント1I(プロジェクト評Ⅲ）

事例研究特別講義I(行政学）

事例研究特別講義11(経済学）

演習・インターンシップ

国際アドミニストレーション演習(修士論文指導を含む）

国際アドミニストレーション・インターンシップ

２
２

２

２
２
２

２
２
２

２
２
２

２
２
２
２

２
２
２

２
２
２

２
２
２

２
２
２
２

２
２
２

２
２
２

２
２
２

２
２
２

２
２

２
２

4(）計 12
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5 人文科学研究科 比較文化専攻 博士後期課程

’
単 位 数

考備授 業 科 目
必 修 選 択

比較文化研究指導

(1)「比較文化研究指導I

～Ⅳ」又は「比較ジェ

ンダー論研究指導I～

Ⅳ」12単位を含め,16

単位以上を修得し，か

つ博士論文を提出し審

査に合格すること。

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

２
２

２
２

２
２

２
２
２

138計
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6． 経営情報学研究科 起業マネジメント専攻 修士課程

単 位 数
授 業 科 目 備 考

必 修 選 択

基 礎 論（研究調査法を含む）

起業マネジメント基礎論I

（起業戦略マネジメント論：理論と方法）

起業マネジメント基礎論I1

（起業情報マネジメント論：理論と方法）

研 究

起業マネジメント研究I

（グローバル・マネジメント）

起業マネジメント研究1I

（ローカル・マネジメント）

起業マネジメント研究Ⅲ

（起業マネジメントのマーケティング）

起業マネジメント研究Ⅳ

（起業マネジメントのロジスティクス）

起業マネジメント研究V

（起業マネジメントの会計）

起業マネジメン1､研究Ⅵ

（起業マネジメントの情報）

特 別 講 義

起業マネジメント特別講義I(国際人的資源論）

起業マネジメント特別講義I1(国際ビジネス論）

起業マネジメント特別講義Ⅲ（製品開発論）

起業マネジメント特別講義Ⅳ（流通機構論）

起業マネジメント特別講義V(財務管理論）

起業マネジメント特別講義Ⅵ（国際会計論）

起業マネジメント特別講義Ⅶ（財務会計論）

起業マネジメント特別講義Ⅷ（経済制度論）

起業マネジメン1､特別講義Ⅸ（ｸﾛｰﾊﾙ綿）

起業マネジメント特別講義X(経 済 法）

起業マネジメント特別講義Ⅲ（情報科学論）

起業マネジメント特別講義皿（情報環境論）

ケーススタディ

起業マネジメントケーススタディI

（流 通 業）

起業マネジメントケーススタディ11

（サービス業）

起業マネジメントケーススタディ111

（製 造 業）

(1)「研究」の中より，1

科目4単位を必修。

4

4

(2)「研究」「特別講義」

「ケーススタディ」の

中より，12単位以上選

択必修。

4

(3)「演習（修士論文指導

を含む)」の中より，

A・Bを継続して2科

目8単位を必修。

計32単位以上を修得

し，かつ修士論文を提

出し審査に合格するこ

と。

4

4

４
４

4

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

2

2

2
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’’
単 位 数

考備授 業 科 目
選 択必 修

22起業マネジメント地域スタディ’

（日本社会と経営）

起業マネジメント地域スタディII

（アジア社会と経営）

起業マネジメント地域スタディⅡ’

（欧米社会と経営）

演 習（修士論文指導を含む）

起業マネジメント演習1A

（グローバル・マネジメント）

起業マネジメント演習IB

（グローバル・マネジメント）

起業マネジメント演習1IA

（ローカル・マネジメント）

起業マネジメント演習IIB

（ローカル・マネジメント）

起業マネジメント演習IIIA

（起業マネジメントのマーケティング）

起業マネジメント演習IIIB

（起業マネジメントのマーケティング）

起業マネジメント演習ⅣA

（起業マネジメントのロジスティクス）

起業マネジメント演習ⅣB

（起業マネジメントのロジスティクス）

起業マネジメント演習VA

（起業マネジメントの会計）

起業マネジメント演習VB

（起業マネジメントの会計）

起業マネジメント演習ⅥA

（起業マネジメントの情報）

起業マネジメンl､演習ⅥB

（起業マネジメントの情報）

22

22

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

II

計

1088
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7． 経営情報学研究科 起業マネジメント専攻 博士後期課程

単 位 数
考備授 業 科 目

必 修 選 択

起業マネジメント研究指導

起業マネジメント研究指導I

（現代起業論）

起業マネジメント研究指導11

（起業マネジメントとマーケティング）

起業マネジメント研究指導ⅡI

（起業マネジメントと管理会計）

起業マネジメント研究指導Ⅳ

（起業マネジメントと研究開発）

起業マネジメント特別講義

物的・人的投資管理論

国際ディスクロージャ論

起業ファイナンス論

組織ダイナミックス論

サプライチェーンシステム論

知識ネットワーク論

ナレッジワーカー論

現代公益企業特論

起 業 法 務 特 論

経営マネジメントシステム論

経 済 環 境 特 論

ネットワーク技術特論

12 （1）「起業マネジメント研

究指導I～Ⅳ」12単位

12 を含め，16単位以上を

修得し，かつ博士論文

12 を提出し審査に合格す

ること。

12

２
２
２
２

２
２
２

２
２
２

２
２

72計
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城 西 国 際 大 学 学 位 規 程

(目 的）

第1条 学位規則（昭和28年文部省令第9号）第13条の規定に基づき、城西国際大学

（以下「本学」という）が授与する学位について、必要な事項を定めることを

目的とする。

(学 位）

第2条 本学において授与する学位は、次のとおりとする。
人文科学研究科 博士（比較文化）

修士（国際文化)、修士（女 性 学）
修士（福祉社会)、修士（国際アドミニストレーション）

経営情報学研究科 博士（経 営 学）
修士（経 営 学）

経営情報学部 学士（経営情報）
人 文 学 部 学士（国際文化)、学士（福祉文化)、

学士（国際交流)、学士（メディア文化）

(学位の授与）

第8条 前条の学位は、本学学則及び本学大学院学則の定めるところにより、本学を

卒業した者及び本学大学院の課程を修了した者に授与する。

2 前項の定めるもののほか、博士の学位は、本学大学院の博士後期課程を経な

い者であっても本学大学院の行う博士論文の審査に合格し、かつ試問によって

本学大学院の博士後期課程を修了して博士の学位を授与された者と同等以上の

学力を有することの確認（「学力の確認」という）を得た者にも授与すること

ができる。

(論文の提出）

第4条 前条第1項の規定により学位論文の審査を願い出ようとする者は、学士の場

合を除いて、所定の学位論文審査願に、学位論文及び論文目録を添え、研究科

長を経て学長に提出するものとする。ただし、博士の学位論文審査を願い出る

場合は論文審査料を添えなければならない。

2 前条第2項の規定により学位の授与を申請する者は、所定の学位申請書を学

位論文、論文目録、履歴書及び論文審査料を添え、研究科長を経て学長に提出

するものとする。

8 学位論文は、1編とし8部提出するものとする。ただし学士論文の場合は別

に定める。

また、審査のために必要があるときは、論文要旨、参考論文あるいはその他

参考資料を提出するものとする。

4 受理した学位論文は、いかなる理由があっても返還しない。

（論文審査料）

第5条 本学の論文審査料は、次のとおりとする。

(1)前条第1項の規定による者 50, 000円

（2）前条第2項の規定による者 100, 000円
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(論文の審査付託）

第6条 学長は、学位論文を受理したときは、研究科委員会にその論文の審査等を付

託する。

(審査委員会）

第7条 前条の規定により学位論文の審査を付託された研究科委員会は、学位論文の

審査を願い出た者の指導教員を主査とし、当該論文に関連ある科目担当教員

2名以上からなる審査委員会を設ける。

ただし、第3条第2項の規定による場合の審査委員会の主査は、当該論文に

最も関連する研究分野の教員から選出する。

(論文の審査、試験及び学力の確認）

第8条 審査委員会は、学位論文の審査、試験及び学力の確認を行う。

2 試験は、学位論文を中心として、これに関連する研究領域について筆答又は

口述により行う。

8 第8条第2項の規定による審査の場合は、前項のほか専攻学術に関し、同等
の学力の確認を行わなければならない。

4 審査委員会は、本条第2項及び前項の規定にかかわらず、学位の授与を申請

又は請求する者の経歴及び業績を審査して、試験の全部又は一部を行う必要が

ないと認めたときは、研究科委員会の承認を得て、その審査をもって試験の全

部又は一部に代えることができる。

5 本学大学院の博士後期課程の所定の修業年限以上在学し、所定の単位を修得

し、かつ必要な研究指導を受けた者が、退学後8年以内に博士の学位の授与を

申請するときは、学力の確認を行わないことができる。

(論文審査の協力）

第9条 学位論文の審査に当たっては、他大学の大学院の教員等の協力を得ることが
できる。

(審査の期間）

第10条 審査委員会は、修士の学位についてはその学年末までに、博士の学位につい

ては学位論文が受理された日から1年以内に、学位論文審査及び試験等を終了

しなければならない。

(審査委員会の報告）

第1l条 審査委員会は、学位論文の審査、試験及び学力の確認が終了したときは、学

位論文と共に、直ちに学位論文審査結果の要旨、試験結果の要旨及び学力確認

結果の要旨に学位授与の可否の意見を添え、研究科委員会に文書により報告し
なければならない。

2 審査委員会は、学位論文審査の結果、その内容が著しく不良であると認めた

ときは、試験及び学力の確認を行わないことがある。この場合は、前項の試験

結果の要旨及び学力確認結果の要旨を添付することを要しない。
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(研究科委員会の審議）

第12条 研究科委員会は、前条の報告に基づいて審議し、学位を授与すべきか否かを

議決する。

2 前項の議決をするには、委員全員の4分の8以上の出席を必要とする。

8 学位の授与を決定するには、出席委員の8分の2以上の同意を必要とする。

(研究科長の報告）

第13条 研究科委員会の前条の議決をしたときは、研究科長は文書により学長に報告

しなければならない。

(学位授与の決定）

第14条 学長は、前条の規定による報告を受けたときは、大学院委員会を召集し、学

位授与の可否を審議する。

2 大学院委員会において前項の審議をするには、第12条第2項及び第8項と同

数の委員の出席及び同意を必要とする。

(学位の授与）

第15条 学長は、前条の議決に基づいて学位授与が可とされた者に対し、所定の学位

記を授与する。

2 学位授与が否とされた者には、その旨を通知する。

(博士論文要旨等の公表）

第16条 本学は、博士の学位を授与したときは、博士の学位を授与した日から8か月

以内に、その学位論文の内容の要旨及び学位審査結果の要旨を公表するものと

する。

(博士論文の公表）

第17条 博士の学位を授与された者は、学位を授与された日から1年以内に、その学

位論文を印刷しなければならない。ただし、学位を授与される前に既に印刷公

表したときはこの限りでない。

2 前項の規定にかかわらず、やむを得ない理由がある場合は、本学の承認を得

て、学位論文の全文に代えてその内容を要約したものを印刷公表することがで

きる。この場合本学は、その学位論文の全文を求めに応じて閲覧に供するもの

とする。

(学位の名称の使用）

第18条 本規定により学位を授与された者が学位の称号を用いるとき、これに本学の

名称を付記するものとする。

(学位授与の取消）

第19条 学位を授与された者がその名誉を汚す行為をしたとき、又は不正の方法によ

り学位の授与を受けた事実が判明したときは、学長は研究科委員会及び大学院

委員会の議を経て学位の授与を取り消し、この旨を公表するものとする。

2 研究科委員会及び大学院委員会の前項の議決をするには、第12条第2項及び

第8項の規定と同数の委員の出席及び同意を必要とする。
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(登録及び報告）

第20条 本学において学位を授与したときは、学長は、学位簿に登録するものとする。

2 博士の学位を授与したときは、学位を授与した日から8か月以内に学位授与

報告書を文部大臣に提出するものとする。

(学位記及び書類）

第21条 学位記及び学位申請関係書類の様式は、別表のとおりとする。

付 則

この規程は、平成8年4月1日から施行する。

この改正は、平成10年4月1日から施行する。

この改正は、平成12年4月1日から施行する。

この改正は、平成13年4月1日から施行する。

この改正は、平成14年4月1日から施行する。
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別表 1（学位申請関係書類の様式）

(1)第4条第1項の規定による論文審査願の様式

学 位 論 文 審 査 願

年 月 日

城西国際大学学長 殿

研究科 専攻

年 入学

氏名 印

修士 （ ）

このたび の学位を受けたく学位論文及び論文目録

博士 （ ）

を添えて提出いたしますので審査下さるようお願いいたします。

備考 1．論文目録の様式は書類様式(3)によること。

2．博士の学位論文審査願には論文審査料を添えること。

(2)第4条第2項の規定による学位申請書の様式

学 位 申 請 書

年 月 日

城西国際大学学長 殿

氏名 印

このたび博士 （ ） の学位を受けたく学位論文、参考文献、

論文目録、履歴書に学位論文審査料 を添えて提出い

たします。

備考 1．論文目録、履歴書様式は書類様式(3)及び(4)によること。
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(3)論文目録の様式

論 文 目 録

文

題 目

印刷公表の方法及び時期

冊 数

論 文

題 目

印刷公表の方法及び時期

冊 数

年 月 日

学位授与申請者

氏 名

Ｌ
２
３
考
１
２
３

参
△
川

二
二
口

1．論文題目が外国語の場合には、和訳を付記すること。
2．参考論文が2種類以上あるときは、別記すること。
8．論文がまだ印刷公表されていないときは、その予定の方法時期を
記載すること。

4．修士論文目録は論文題目のみでよい。

5．論文目録は8通提出すること。

備考

(4)履歴書様式

書履 歴

本 籍

現住所

名
生

な
日

ふ り が

氏

年 月

学 歴

職 歴

研究歴

賞 罰

上記のとおり相違ありません。

年 月 日

氏名 印

学歴は高等学校卒業以後の履歴について年次を追って記載すること。
本学大学院の課程を経た者は、その単位修得証明書を添えること。

備考 1
2
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別表2（学位記の様式）

(1)第8条第1項の規定により授与する卒業証書の様式(学部を卒業した場合）

年
月

日

城
西
国
際
大
学
学
長

年
第

号

本
学

学
部

学
科
所
定
の
課
程
を
修
め
て

本
学
を
卒
業
し
た
こ
と
を
認
め
、
学
士

（
）

の
学
位
を
授
与
す
る
。

卒
業

証
書

氏
名年

月
日
生

印

(2)第8条第1項の規定により授与する学位記の様式(修士課程を修了した場合）

年
月

日

城
西
国
際
大
学
学
長

修
第

号

本
学
大
学
院

研
究
科

課
程
を
修
了
し
た
の
で
修
士
（

授
与
す
る
。

学
位

本
籍
（
都
道
府
県
）

氏
名年

月

記

専
攻
の
修
士

）
の
学
位
を

日
生

印
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(3)第8条第1項の規定により授与する学位記の様式(博士後期課程を修了した場合）

年
月

日

城
西
国
際
大
学
学
長

博
甲
第

号

本
学
大
学
院

研
究
科

専
攻
の
博
士

後
期
課
程
に
お
い
て
所
定
の
単
位
を
修
得
し
学
位
論

文
の
審
査
及
び
試
験
に
合
格
し
た
の
で
博
士

（
）

の
学
位
を
授
与
す
る
。

論
文
題
目

学
位

本
籍
（
都
道
府
県
）

氏
名年

月
記

日
生

印

(4)第8条第2項の規定により授与する学位記の様式(学位論文提出による場合）
年

月
日

城
西
国
際
大
学
学
長

博
乙
第

号

本
学
に
学
位
論
文
を
提
出
し
所
定
の
審
査
及
び

試
問
に
合
格
し
た
の
で
博
士

（
）
の
学
位
を
授

与
す
る
。

論
文
題
目

学
位

本
籍
（
都
道
府
県
）

氏
名年

月

記

日
生

印
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人 文 科 学 研 究 科

1｡大学院における教職課程の履修及び教育職員免許状について

教育職員免許状（専修免許状）を修得しようとする者は，教育職員免許法により授与される免

許状（中学校一種・高等学校一種）を有する者でなければならない。なお，修得する免許状の種

類に応じて，免許法の定める資格要件を満たさなければならない。

1． 免許状の種類および教科

本大学院で取得できる教育職員免許状は，第1表のとおりである。

（第1表）

専修免許状の種類研 究 科 専 攻

国 語

社 会

地理歴史

英 語

人文科学研究科 国際文化専攻

女性学専攻 英

垂函

経営情報学研究科 起業マネジメント専攻 英

壺叩

免許状の種類および資格

(第2表）

2

、

大学における最低取得単位数

基 礎 資 格
教職に関

する科目

教科又は教職

に関する科目

教科に関

する科目

専修免許状 修士の学位を有すること。 241940

中
学
校
教
諭

一種免許状 学士の学位を有すること。 19IO

二種免許状 学校教育法第69条の2第7項に

定める準学士の称号を有するこ

と。

1520

専修免許状 修士の学位を有すること。 2440 19

局
等
学
校
教
諭

一種免許状 学士の学位を有すること。 10 19
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11.基礎資格と最低修得単位数

教育職員免許状を修得するためには，修士の称号を有し，さらに教育職員免許法に定める最低

修得単位数を修得しなければならない。

本大学院では，第3表～第7表のとおり教科別に授業科目を開設しているので，各表の最低修

得単位数を修得しなければならない。

1． 人文科学研究科

1） 国際文化専攻

第3表〔国語関係授業科目〕

｢‐1
「一一一

’ 教育職員免許法施行規

則に定める教科に関す

る専門教育科目及び最

低修得単位数

科 目設本 学 開免許｜
状の
種類

備 考

履修年次単位開 設 科 目単位科 目

1．2日本 文 化 研 究11

（文学・近代）

日本 文 化 研 究111
（言語・近代）

日本文化特別講義11
（古典文学）

日本文化特別講義ⅡI
（古代語）

日本 文 化 演 習1I
（文 学）

日 本 文 化 演 習ⅡI
（言 語）

国語の教科に関|'‘する科目
1．2

1．2

1 2

1 2

1．2

1
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第4表 〔社会・地理歴史関係授業科目〕

教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す
る専門教育科目及び最
低修得単位数

免許

状の

種類

本 学 開

魂奴

科 目

備 考

科 目 単位 開 設 科 目 単付 履修年次

社会及び地理歴

史の教科に関す
る科目

日本 文 化 研 究I

（歴史・近代）

日本文化特別講義I

（古代史）

日本文化演習1A

（歴 史）

日本文化演習IB

（歴 史）

アメリカ文化研究I

（歴 史）

アメリカ文化演習I
（歴 史）

比 較 文 化 研 究I

(比較文化史；アジア）

比 較 文 化 研 究Ⅳ

（比較考古学）

比較文化特別講義I

（比較文化史：西欧）

比較文化特別講義11

(日本・アジア比較文化）

比較文化特別講義Ⅲ

(比較文化：ラテンアメ
リカと西洋・アジア）

比較文化特別講義V

（比較地域社会）

比 較 文 化 演 習I

(比較文化史：アジア）

比 較 文 化 演 習 Ⅳ

（比較考古学）

24

専

修

免

許

状
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第5表〔英語関係授業科目〕
I

|

’|免ゞ
’ 教育職員免許法施
則に定める教科に
る専門教育科目及
低修得単位数

施行規
に関す
及び最 ’

1

1本 学 開 科 目
三Jし
両又免許

状の
種類

備 考

’

’
履修年次単位開 設 科 目単位科 目

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１

４
４

４
４

４
８

８
４

４
８

８

アメリカ文化研究1I
（文 学）

アメリカ文化研究111
（言 語）

アメリカ文化特別講義I
（文化摩擦）

アメリカ文化特別講義11
（映像文化）

アメリカ文化特別講義111
（アメリカ思想）

アメリカ文化演習11
（文 学）

アメリカ文化演習111

英語の教科に関'2‘する科目

専
修

免
許

状 (言 語）
文 化 研
比較文学
文 化 研
言語行動
文 化 演
比較文学
文 化 演
言語行動

究11
）
究111
比較）
習11

）

較
く
較
罐
較
く
較
醒

比
比
く
比

化 演 習 Ⅲ
語行動比較）

比
（

L

2） 女性学専攻

第6表〔英語関係授業科目〕

教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す
る専門教育科目及び最
低修得単位数

本 学 開 設 科 目免許
状の
種類

備 考

’ 履修年次単位開 設 科 白|単位科 目

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

英語の教科に関
する科目

24

専
修
免
許
状

女
（英語文化記号論）

｜’
4(討論法）
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経営情報学研究科

起業マネジメント専攻

第7表〔商業関係授業科目〕

2．

1)

教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す
る専門教育科目及び最
低修得単位数

免許
状の
種類

本 学 開
ヨL
同又 科 目

備 考

科 目 単位 履修年次開 設 科 目 単位

商業の教科に関'2‘する科目
起業マネジメンl､研究I
(グローバル・マネジメント）
起業マネジメント研究I1
(ローカル･マネジメント）
起業マネジメント研究Ⅲ
侭業ﾏﾈｼﾒﾝﾄのﾏｰｹﾃｨﾝ外
起業マネジメント研究Ⅳ
侭業ﾏﾈｼﾒﾝﾄのﾛｼｽﾃｨｸｽ）
起業マネジメント研究V
(起業マネジメントの会計）
起業マネジメント研究Ⅵ
(起業マネジメントの情報）
起業マネジメント特別諦義I
（国際人的資源論）

起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄ特別講義11
（国際ビジネス論）

起業マネジメント特別識義ⅡI
（製品開発論）

起業マネジメント特別講義Ⅳ
（流通機構論）

起業マネジメント糊偏議V
（財務管理論）

起業マネジメント糊I舗議Ⅵ
（国際会計論）

起業マネジメント特別講義Ⅶ
（財務会計論）

起業マネジメント特別講義Ⅲ
（情報科学論）

起業マネジメンl､特別講義皿
（情報環境論）

起業マネジメントiag1A
(グローバル．､マネジメント）
起業マネジメント蕨摺IB
(グローバル･マネジメント）
起業マネジメント演習11A
(ローカル･マネジメント）
起業マネジメンl､i鰡IIB
(ローカル･マネジメント）
起業マネジメント演習ⅢA
(起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄのﾏｰｹﾃｨﾝｸ）
起業マネジメント湿摺III B
(起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄのﾏｰｹﾃｨﾝｸ）
起業マネジメント源摺ⅣA
(起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄ加ｼｽﾃｨﾝｸ）
起業マネジメント演習ⅣB
(起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄのﾛｼｽﾃｨﾝｸ）
起業マネジメント演習VA
(起業マネジメントの会計）
起業マネジメント演習VB
(起業マネジメントの会計）

ｎ〃“
（叩〃“

。〃臼
（叩〃臼

。〃写
（叩″臼

ｎ一／］
。〃“

、〃臼
ｎ〆］

（叩〃“
、／“

○〃臼
。〃］

（叩〃“

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
１
１
一

ｎ
／
〕

１
１
今

の
／
】

可
Ｉ
ユ

の
〃
臼

勺
Ｉ
ユ

ｎ
〃
堂

１
１
４
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ユ

イ
ー
ユ

１
１
坐

１
１
４

勺
Ｉ
壬

１
１
エ

１
１
４

勺
Ｉ
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Ｔ
Ｉ
ユ

１
１
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Ｉ
ユ
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１
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－
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４刈一ユ

β扣斗今
‐刈一ユ

’刈一冬
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、一／白
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教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す
る専門教育科目及び最
低修得単位数

本 学 開 設 科 目免許
状の
種類

備 考

単位 履修年次単位 開 設 科 目科 目

起業マネジメント演習ⅥA
(起業マネジメントの儲R)
起業マネジメント演習ⅥB
(起業マネジメントの'|"R)

1

４
４

2

Ⅲ、教育職員免許状申請について

教育職員免許状の申請は，大学から千葉県教育委員会に一括して行う。申請手続きについては，

2年次の後期に説明会を行う。なお，教育職員免許状は修了式当日に交付する。



城西国際大学学友会

学友会規約

学友会連絡協議会規約

学友委員会規約

城西国際大学学友会
学友会規約

学友会連絡協議会規約

学友委員会規約
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城西国際大学学友会組織図
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’ ’
’
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学友会規約

第1章 総 則

第1条 本会は，城西国際大学学友会と称し，本部を千葉県東金市求名1番地，城西国際大

学内に置く。

第2条 本会は，次の2種の会員より構成する。

（1） 正 会 員

（2） 賛助会員

第3条 正会員は，城西国際大学の全学生とする。

第4条 賛助会員は，城西国際大学の理事長，専務理事，教員，職員並びに父母後援会役員

とする。

第5条 賛助会員の本会における地位は，本会の健全円滑な運営のための助言者又は協力者

である。

第6条 本会は，会員相互の自主的活動により，学術および文化・体育の向上を図り，併せ

て会員相互の人格の高揚を指向すると共に，本学の発展に資することを目的とす

る。

第7条1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

（1）学友会連絡協議会

（2）学友委員会

（3）学術団体委員会

（4）課外活動委員会

（5）学術団体顧問会

（6）課外活動顧問会

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

第2章 役 員

第8条1項 会長は，学長とし，会務を総括する。

2項 副会長は，経営情報学部長，人文学部長，事務局長の3名で構成し，会長の援助を

する。また，会長が職務を遂行できない場合は，その職務を代行する。

3項 名誉会長は理事長，名誉副会長は専務理事とし，本会を統括する。

第3章 会 計

第9条1項 本会の支出は，正会員の納入する会費，援助金，父母後援会助成金，寄附金，その

他の収入をもってあてる。

2項 諸団体への配付については，学友会連絡協議会の合意により決定する。

3項 正会員の納入する会費は，年間5, 000円とする。
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第10条 本会の会計年度は，毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

第4章 規約改正

本会規約の改正については，学友会連絡協議会において審議する。

本会の規約改正の決議は，委員3分の2以上の出席を必要とし，過半数をもって決

する。

可否同数の場合は，議長の決するところとする。

本会の規約改正が成立したときは，改正資料を1カ月間学生掲示板に発表するもの

とする。

第11条1項

2項

項
項

３
４

学友会連絡協議会規約

第1章 総 則

城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城西国際大学学友会連絡協議会規約

を定める。

本協議会は,城西国際大学学友会連絡協議会と称し，本部を城西国際大学内に置く。

本協議会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とし，城西国

際大学学友会の発展に寄与する事項を審議，承認する機関とする。

第2章 会 員

本協議会は，学友会会長，副会長（3名)，学術団体顧問会会長，副会長，課外活

動顧問会会長，副会長，父母後援会代表（1名)，学生部長，副部長，学生課長お

よび学友委員会代表（5名)，学術団体委員会代表（2名)，課外活動委員会代表（

2名）の21名で構成する。

第1条

条
条

２
３

第
第

第4条

第3章 協 議

本協議会は，次の事項の審議，承認を行う。

（1）学友委員会の役員の選出

（2）学友会予算の調整

（3）学友会規約および学友会に属する機関の規約の改正

（4）学友会所属団体の承認

（5）学友会運営に必要な事項

本協議会の議長は，学生部長が行い，不在の時は副部長および学生課長が行う。

第5条

第6条

学友委員会規約

第1章 総 則

城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城西国際大学学友委員会規約を定め

る。

第1条
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本会は，城西国際大学学友委員会と称し，本部を城西国際大学内に置く。

本会は，城西国際大学学友会正会員の代表で構成する。

本会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とするとともに，

第2条 本会は，城西国際大字字反委員芸と称し，′牛､旬)乞以四国朧八手I/ミ

第3条 本会は，城西国際大学学友会正会員の代表で構成する。

第4条 本会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目離

城西国際大学学友会の発展に寄与するものとする。

第5条1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

（1）学術団体委員会

（2）課外活動委員会

（3）編集委員会

（4）生活委員会

（5）大学祭実行委員会

（6）卒業アルバム編集委員会

（7）マルチメディア広報委員会

（8）吹奏楽団

（9）チアリーダース

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

3項 本会の運営上必要と認めた場合は，新たに運営機関を設置する。

第2章 役 員

第6条 役員は，以下の役員を置く。

（1）会 長 1名

（2）副会長 2名

（3）総 務 1名

（4）会 計 2名

（5）監 査 2名

（6）渉 外 2名

第7条1項 会長は，本会を総括し全ての事項に対し全責任を負うものとする。

2項 副会長は，会長を補佐し，会長不在の時はその職務を代行する。
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城西国際大学学会会則

第1条 本会は，城西国際大学学会と称する。

第2条 本会は，事務局を城西国際大学内（学務課）に置く。

第3条 本会は城西国際大学における教育研究活動を推進し，人文科学及び経営情報学研究の進

展と会員相互の交流を図ることを目的とする。

第4条 本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。

1． 機関誌・会報等の発行

2．研究会・講演会及びシンポジウム等の開催

3．ワークショップ等，会員によるグループ研究活動

4．研究活動による地域社会への寄与

5． 本会が必要と認めた他団体との共同研究

6．その他本会が必要と認めた研究活動

第5条 本会は，次の会員をもって構成する。

1．正会員

(1)本学人文学部・経営情報学部・大学院人文科学研究科及び経営情報学研究科留学

生別科の専任教員

（2）本学国際文化教育センター及び情報科学研究センターの研究員

（3）本学人文学部・経営情報学部・大学院人文科学研究科及び経営情報学研究科の学

生

（4）本学非常勤講師及び本学専任職員の希望者

2．特別会員

（1）本学の卒業生有志及び大学院人文科学研究科及び経営情報学研究科修了者有志

（2）本学会の承認を得た者

3． 賛助会員

（1）本学会の趣旨に賛同し，学会の事業，活動に対して助言及び援助を行う者

第6条 本会に次の役員を置く。

1． 会 長 1名

2．副会長 若干名

3．監 事 2名

4． 委 員 若干名

第7条 会長は学長とする。

2 会長は会務を統括し，本会を代表する。

3 副会長，監事，委員は正会員より会長が委嘱する。

4 本会の運営のため，会長，副会長，委員によって運営委員会を構成する。
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5 会長は運営委員会を招集し，議長となる。

6 機関誌編集，研究会・講演会等の企画，渉外・広報，会計，庶務等は，会長から委嘱された

委員がこれに当たり，必要に応じて委員会を設けるものとする。

7 その他，特に必要がある場合には特別委員会を置くことができる。

第8条 本会に，以下の各分科会を置く。

1． 人 文 学 会

2．女 性 学 会

3． 経営情報学会

第9条 各分科学会は，第3条の目的を達成するため，第4条に定めた事業を行うことができる。

第10条 本会は，年1回総会を開催し，事業，会計等についての報告を行う。

第11条 本会の経費は，会費及び寄付金その他の収入をもってこれに充てる。

第12条 会員は，次の会費を納入するものとする。

1． 正 会 員 年額 3, 000円

2．特別会員 年額 2, 000円

3． 賛助会員 年額 個人（一口) 6, 000円

法人（一口) 30, 000円

第13条 本会の会計年度は，毎年4月1日から翌年3月31日までとする。

付 則 本会会則は，平成8年4月1日から施行する。
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城西国際大学同窓会規約

第1章 総 則

第1条 本会は城西国際大学同窓会（以下「本会」という｡）と称する。

第2条 本会は会員相互の親睦をはかるとともに，城西国際大学の発展に寄与することを目的と

する。

第3条 本会は次の事業を行う。

（1）学校法人城西大学，城西国際大学と同窓会（本部・支部）および会員との連絡

（2）会員名簿および会報の発行

（3）その他本会の目的を達成するのに必要な事業

第4条 本会の本部は城西国際大学内におく。

第5条 本会の会員は正会員・準会員・特別会員および賛助会員とする。

(1)正会員は城西国際大学の卒業生とする

（2）準会員は城西国際大学に在学中のものとする

（3）特別会員は法人役員・城西国際大学の教職員とする

（4）賛助会員は城西国際大学に一定期間在籍したのち退学したもので総会において認められた

ものとする

（5）他大学より城西国際大学大学院に入学し，修士または博士の課程を修了したもので，入学

金および会費を納入したものは正会員とする

第6条 本会に次の機関をおく。

（1）総 会

（2）役 員 会

（3）支部長会

第2章 総 会

第7条 総会は本会の最高決議機関とする。

2 総会は正会員をもって構成し，定例総会は会計年度が終了後3か月以内に開催するものとし，

1か月以前に公示するものとする。

第8条 次の場合は臨時総会を開催することができる。

（1）会長が必要と認めたとき

（2）正会員200名以上の署名をもって要求があったとき

第9条 総会は会長が召集する。

第10条 会長は総会の議長となる。副議長は会長の指名するもので総会で認められたものとする。
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第11条 総会は次の事項を議事として審議する。

(1)事業計画およびそれに基づく予算案に関すること

（2）事業報告およびそれに基づく決算案に関すること

（3）役員選出および改選に関すること

（4）規約の改正に関すること

（5）その他重要事項に関すること

第3章 役員・役員会および支部長会

第12条 本会に次の役員をおく。

（1）会 長 1名

（2）副 会 長 若干名

（3）幹 事 若干名

（4）監 事 2名

第13条 本会に名誉会長（理事長)，名誉副会長（常務理事及び学長）をおき，本会を統括する。

顧問（学生部長・副部長）および相談役を若干名おく。

2 名誉会長及び名誉副会長は，総会及び役員会に出席することができる。

第14条 会長・幹事および監事は総会において正会員のうちより選出する。但し，支部長は支部

長に就任と同時に幹事となる。

2 副会長は会長の指名するもので総会において認められたものとする。

3 相談役は会長・副会長の経験者および総会において推薦されたものとする。

第15条 役員の任期は2年とし，再任を妨げない。ただし，補欠による後任者の任期は，前任者

の残任期間とする。また，支部長である幹事の任期は支部長在任期間とする。

第16条 会長は役員会にはかり運営委員若干名をおくことができる。

第17条 会長は本会を代表し会務を総理する。

2 副会長は会長を補佐し，会長ことあるときは会長代行となる。

3 幹事は役員会を組織し会務を遂行する。

第18条 役員会は正副会長および幹事をもって構成し，会長が議長となり総会に提案する議事を

審議決定する。

2 役員会の運営規定については別にこれを定める。

第19条 相談役は会長の要請により役員会に出席し意見を述べることができる。

第20条 支部長会は各支部長をもって組織し会務を遂行する。

2 支部長会の運営規定については別にこれを定める。

第4章 会計監査

第21条 監事は本会の会計を監査し，総会において監査報告をしなければならない。
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第5章 会 計

第22条 本会の運営は入会金・会費・寄付金およびその他の収入による。

第23条 会員は入学時に準会員費として10, 000円，卒業時に終身会費として40, 000円をそれぞれ

納入しなければならない。

第24条 本会の会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする。

第6章 規約改正

第25条 本会の規約改正は次の場合に役員会の議を経て総会で決定する。

（1）会長が必要と認めたとき

（2）正会員の1割の署名により要求のあったとき

第7章 事 務局

第26条 本会の事務を遂行するために本部に事務局をおく。

2 事務局に関する必要な規則は役員会の議を経て会長が定める。

付 則 本規約は，平成8年4月1日から施行する。
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父母後援会共済事業規約

1． 趣旨及び事業

城西国際大学父母後援会では，城西国際大学学生（大学院生及び別科学生を含む｡）の父母

又は学費負担者として登録された者（様式1）を会員とし，相互扶助の精神に則り，次のよう

な共済事業を行う。

（1）在学生全員を「学生教育研究災害傷害保険」（以下，「学生保険」という）及び「災害総合

保障特約付総合福祉団体定期保険」（以下，「生命保険」という）に加入されることにより，

正課授業中や課外活動又学内外を問わずに24時間学生生活を保障し，次のような事故発生の

際には保険金の支払が受けられるようにする。

① 正課中及びそれに準ずる研究活動中に発生した傷害及び死亡，後遺症

② 学生の日常生活（課外活動等も含む）で蒙る不慮の事故による死亡・高度障害及び所定

の身体障害

③ 病気による死亡・高度障害

（2）会員が不慮の災害に遭遇されたときは，見舞金を支給する。

（3）学生の正課中及び課外活動，生活中の傷害事故に対して見舞金を支給する。

共 済 費

(1)学生1人年額9,000円を会員負担とする。

(2)共済費納入は入学時9, 000円とし,2年次以降毎年4月末日までに9, 000円を納入する。

(3)共済事業運営上やむを得ざる場合には増額することができる。

2

3． 共済費の支出内訳

（1）学生保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。

経営情報学部 入学時（4年間） 3,200円

人 文 学 部 入学時（4年間) 3, 200円

大 学 院 入学時（修了まで）1,700円

別 科 入学時（1年間) 950円

保険有効期間は卒業年度の3月31日までとする。

（2）生命保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。

学生1人当たり年額 4,775円

保険有効期間は1年間（4月1日から3月31日）
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(3)共済基金

異常事態に対応するため，基金を設ける。

4． 会員の死亡による授業料の奨学金

学費支弁者たる会員が死亡した時は，その意思をつぎ無事子弟が，通常の卒業課程の範囲内

までの授業料を奨学生として，本人の申し出により無利息で貸与を行うものとする。

なお，この細則については別に定める。

5． 事故の際支払われる保険金

（1）学生保険の保険金

保 険 金分区

2, 000万円

6, 000円～30万円

90万円～3, 000万円

4, 000円

1, 000万円

3万円～30万円

45万円～1, 500万円

4, 000円

①正課中の死亡

〃 傷害（4日以上）

後遺障害金

入院給付金（180日を限度）1日につき

②課外活動中及び学校施設内にいる間の死亡

〃 傷害（14日以上）

後遺障害金

入院給付金(180日を限度)1日につき

※後遺障害金は，保険に保険約款による所定の身体障害の程度に応じて保険金が支払

われます。

(2)生命保険の保険金

’ 保 険 金区 分

病気による死亡・高度障害

不慮の事故による死亡・高度障害

障害給付金

入院給付金（入院5日以上120日を限度）

150万円

150万円

15万円～105万円

1日2,250円

※障害給付金は，災害総合保障特約条項による所定の身体障害の程度に応じて給付金

が支払われます。

(3)その他

通学途中，正課中の事故発生による死亡又は傷害の際には，上記学生保険と生命保険の保

険金が支払われます。

例えば，死亡の場合は2, 000万円+ 150万円，合計2, 150万円が支払いを受ける保険金です。

6． 各種見舞金

（1）弔慰金（様式2）

① 会員が死亡した場合は10万円の弔慰金を支給する。
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② 学生が死亡した場合は10万円の弔慰金を支給する。

(2)傷害見舞金（様式2）

① 学生が正課中傷害事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の実費10万円を限度と

して給付する。

ただし，4日以上の治療については学生保険から治療費が給付されるので，その給付額

を差し引いた金額の限度を10万円とする。

② 学生が正課中以外の課外活動等で傷害事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の

実費10万円を限度として給付する。

ただし，14日以上の通院又は5日以上の入院治療については，学生保険から入院給付金

が給付されるので，その給付額を差し引いた金額の限度を10万円とする。

付 則

1． 本共済事業規約は平成4年4月1日より実施する。

ただし，学生保険の適用は，平成4年6月1日からとする。

2． 本共済事業規約は平成6年4月1日一部改正。

ただし，学生保険の適用は，平成6年度入学生からとする。

3． 本共済事業規約は平成8年4月1日一部改正。

ただし，学生保険の適用は，平成8年度入学生からとする。

4．本共済事業規約は平成10年4月1日一部改正。

ただし，学生保険の適用は，平成10年度入学生からとする。
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様式1

諸 様 式 見 本

受験番号 学籍番号

※

書登 録

平成 年 月 日

城西国際大学

父母後援会会長 殿

住
所

〒 （ － ） TEL ( )

父

フリガナ

本人との続柄母

氏 名 ⑳

私は下記学生の学費負担者であることを登録いたします。

学 部 学 部 学 科

大 学 院 研究科 専 攻

別 科 専 修

生 年 月 日フリガナ

学生氏名 年 月 日

この登録書が未提出ですと，共済費が納入されていても，保険が成立しませ

んので，必ず，合格書類といっしょに返送してください。

必ず捺印してください。

※柵は記入しないでください。

父母欄の続柄は，学生からみた関係を記入してください。

1

備

２
３

４

考
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様式2

平成 年 月 日

城西国際大学
父母後援会会長 殿

学科

専攻

専修

学 部

研究科

別 科

学籍番号

学生氏名

請求人住所

氏 名 ⑳

父母後援会共済事業規約による（弔慰金・見舞金）の給付を請求いたします。

記

種 別

添付書類

そ の 他

銀行1．銀 行 名

支店2．支 店 名

当座3．種 別 普通

4．口座番号

5．口座名義人

城国父発②

ロ
弓

係 学生課長 総務課長 事務局長 後援会長
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